
2026 FIA Esports International Sporting Code 

2026 FIA Appendix E 1 / 38 20 August 2025 

 

ESPORTS INTERNATIONAL SPORTING CODE 
E SPORTS国際競技規則 

 
 
序文 
 
FIA世界モータースポーツ評議会は、現在のEスポーツ競技規則を国際モータースポーツ競技規則の付則

E項として承認した。これは、Eスポーツ競技規則を将来的に独立した競技規則にすることを目指すもの

である。 
 
Eスポーツ競技規則の目的は、Eスポーツを規則化し、それに関連する必要な法的枠組みを提供すること

にある。 
 
FIAは、Eスポーツに起因する紛争の解決のための最終的な国際控訴審判所となる。 
 
現在のEスポーツ競技規則では、自然人を指す用語は男女両方に適用される。同様に、Eスポーツ競技規

則の第72条で定義されている単数形と複数形の用語は、特に指定がない限り、互換的に使用される。 
 
 
I. 第1章:一般原則 
 
第1条 Eスポーツの国際規則 
 
1.1 FIAは、Eスポーツ競技の奨励と管理、およびFIA国際Eスポーツ選手権の開催を目的として、安

全性とスポーツの公平性という基本原則に基づいてEスポーツ規則を制定および施行する権限

を持つ唯一の国際スポーツ権限機関である。 
 
1.2 適用法で認められる最大限の範囲で、FIAまたはその役員、代理人、従業員、取締役、職員は、

故意の不正行為または詐欺を除き、FIAおよび／またはその役員、代理人、従業員、取締役、職

員による職務に関連する行為、決定、または怠慢から生じる請求、費用、損害、あるいは損失に

ついて、他の当事者に対して責任を負わないものとする。 
 
 
第2条 目的 
 
2.1 Eスポーツ競技規則の目的は、Eスポーツを規定化、奨励、促進することにある。 
 
2.2 Eスポーツの安全、公正、秩序ある実施に必要であるとFIAが判断した場合を除き、Eスポーツ競

技またはEスポーツ競技参加者の参加を阻止または妨害する目的で競技規則が施行されること

はない。 
 
 
第3条 適用範囲 
 
3.1 このEスポーツ競技規則は、Eスポーツ競技を主催または参加するあらゆる個人またはグループ

に適用される。このような関与により、それらの者は以下の規則を理解し、遵守することを約束

する： 
－ FIAの定款およびFIAのすべての適用規則。 
－ 適用される国内規則。 

 
3.2 FIAに加盟している国で行われるすべてのEスポーツ競技は、Eスポーツ競技規則により統治され

る。ただし、クローズドEスポーツ競技は、国内Eスポーツ競技規則により統治される。国内Eス
ポーツ競技規則が発行されていない国では、Eスポーツ競技規則が適用される。 
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3.3 Eスポーツ競技規則は、2025年1月1日から適用される。 
 
 
第4条 適用法 
 
4.1 このEスポーツ競技規則のいかなる内容も、適用法の適用を損なったり、影響を与えたりするも

のではない。 
 
4.2 Eスポーツ競技規則には、適用法に関するアドバイスやガイダンスは含まれておらず、FIAはEス

ポーツ競技規則に含まれる情報が適用法に準拠していることを表明または保証しない。 
 
 
第5条 スポーツ権能 
 
5.1 FIAは、自国の権限管轄下にある地域全体でEスポーツ競技規則を施行する唯一の国際スポーツ

権能として、1つのASNを認定する。 
 
5.2 各ASNは、Eスポーツ競技規則に拘束される。 
 
5.3 国の非自治地域は、FIAで当該国を代表するASNが行使するスポーツ権能の対象となる。 
 
 
II. 第2章:管理詳細 
 
第6条 Eスポーツ競技の中核的側面 
 
6.1 すべての国において、Eスポーツ競技は、必要な主催許可証を保持している限り、ASN、自動車

クラブ、またはその他の資格のあるスポーツ団体によって開催できる。 
 
6.2 Eスポーツ競技は、次の２つの形式のいずれかで開催できる： 

－ オンサイト：Eスポーツドライバーは、関連する主催者によって事前に指定された１つ以上

の物理的な場所から競技を行う。 
－ オンライン：Eスポーツドライバーは、インターネット経由で関連するサーバーに接続し、

リモートで競技を行う。 
 
6.3 すべての国際Eスポーツ競技は、国際スポーツカレンダーに掲載されなければならない。 
 
6.4 国際スポーツカレンダーへのエントリーは、FIAの裁量で決定され、主催するASNが申請しなけ

ればならない。FIAがエントリーを拒否した場合、FIAは拒否の理由を述べる。 
 
 
第7条 未承認のEスポーツ競技 
 
7.1 Eスポーツ競技規則または該当するASNの規則に従って開催されていない、Eスポーツ競技また

は提案されたEスポーツ競技は、承認されていないものとみなされる。 
 
7.2 そのようなEスポーツ競技に主催許可証が付与されている場合、当該主催許可証は無効となる。 
 
7.3 そのようなEスポーツ競技は、いかなる意味においても、ASNのカレンダーまたは国際スポーツ

カレンダーに有効に登録されているEスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、また

はシリーズに参加するEスポーツ競技参加者の資格を与えるものであってはならない。 
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7.4 FIAに認められていない国際選手権、カップ、トロフィー チャレンジ、あるいはシリーズの一部

である、または一部であると称するEスポーツ競技は、国際スポーツカレンダーに登録すること

はできない。 
 
 
第8条 公式文書 
 
8.1 すべてのEスポーツ競技では、特定のFIA規則で規定されていない限り、適用される競技規則、

適用される競技特別規則書、エントリーフォーム、公式プログラムを含む公式文書を作成しなけ

ればならない。さらに、フリープラクティス、予選、ヒート（適用されるスポーツ規則で最終順

位認定ではなく特定の順位認定の公開が規定されている場合を除く）、およびレースごとに暫定

順位認定と最終順位認定を公開しなければならない。 
 
8.2 これらの公式文書に含まれる条件がEスポーツ競技規則に反する場合、その条件は無効となる。 
 
8.3 すべてのEスポーツ競技に関連するすべての競技規則、大会特別規則書、公式プログラム、およ

びエントリーフォームには、次の文言が明確に記載されること：「付則を含むFIA国際Eスポーツ

競技規則および ... [関係するASNまたはその公認代表者の名前]の国内Eスポーツ競技規則に基

づいて開催」。国内Eスポーツ競技規則が発行されていない国では、この文言は「FIA国際Eスポ

ーツ競技規則に基づいて開催」に短縮される。 
 
 
第9条 Eスポーツライセンス 
 
9.1 国際Eスポーツ競技への参加が認められるEスポーツ競技参加者および/またはEスポーツドライ

バーは、国際モータースポーツ競技規則の付則L項を含む適用規則に準拠し、関連するASNが発

行する有効な国際Eスポーツライセンスを所持していなければならない。 
 
9.2 ASNは、国内Eスポーツ競技に参加するための国内Eスポーツライセンスを発行することもでき

る。ライセンスの種類はASNが選択できる。その目的で、国際Eスポーツライセンスに、有効性

を自国のみ、または関連するEスポーツ競技の特定のカテゴリーに限定する刻印を追加して使用

することができる。 
 
9.3 第9条1および第9条2の例外として、適用される競技規則においては、オンラインの練習走行お

よび予選セッションへの参加に関して、Eスポーツライセンス所持の義務を明示的に免除するこ

とができる。Eスポーツライセンスを所持していない申請者は、Eスポーツ競技への参加が認め

られた場合には、参加申込書において本条に定める免除規定に基づいて参加することを確認し

なければならない。すべての申請者は、Eスポーツライセンスの所持の有無にかかわらず、参加

申込書において本Eスポーツ国際競技規則およびその他の適用されるすべての規則を遵守する

ことを受諾しなければならない。その後のいかなる段階へのEスポーツ競技に参加するために、

Eスポーツライセンスを取得していなければならない。 
 
9.4 各Eスポーツライセンスには、ライセンス所持者がEスポーツ競技参加者かEスポーツドライバ

ーであるかが明記される。 
 
9.5 Eスポーツ競技規則および適用規則の条件の範囲内で国際Eスポーツライセンスの取得資格を有

する申請者は、当該ライセンスを取得する権利を有するものとする。 
 
9.6 ただし、ASNは、申請されたEスポーツライセンスに適用される国内または国際基準を満たさな

い申請者に対して、Eスポーツライセンスの発行を拒否する場合がある。その場合、拒否の理由

を明記するものとする。 
 
9.7 ライセンス所持者は、Eスポーツ競技規則の本文および適用されるすべてのFIA規則を理解して

いるとみなされ、それらの規則を遵守しなければならない。 
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9.8 Eスポーツライセンスは、関係するASNに特別な申請書を提出することで仮名で発行でき、その

仮名は承認される必要がある。拒否された場合、ASNは拒否の理由を述べる。いずれの場合も、

常に以下の条件を遵守すること： 
 

9.8.1 ２つの仮名を使用することはできない。 
 
9.8.2 Eスポーツライセンス所持者は、仮名で登録されている限り、その他の名前でEスポーツ

競技に参加することはできない。 
 
9.8.3 仮名を変更する場合は、元の名前の場合と同じ手順に従う必要がある。 
 
9.8.4 仮名で登録した人は、ASNから自分の名前で新しいEスポーツライセンスを取得するま

で、自分の名前の使用に戻ることはできない。 
 
9.9 Eスポーツライセンスの発行および更新には料金がかかる場合があり、その料金はASNによって

毎年設定される。ASNは、国際Eスポーツ ライセンスに課される料金についてFIAに通知しなけ

ればならない。 
 
9.10 すべてのEスポーツライセンス所持者は、当該イベントの正当に認可された競技役員の要請に応

じてEスポーツライセンスを提示するものとする。 
 
9.11 Eスポーツライセンスは、以下の場合を除き、各年の1月1日から12月31日まで有効である： 
 

－ 国内Eスポーツライセンスの場合、ASNが別途決定した場合、または、 
－ 国際Eスポーツライセンスの場合、国際モータースポーツ競技規則の付則L項に別途規定さ

れている場合。 
 
9.12 各ASNは、FIAへの加盟時に、発行されたEスポーツライセンスの登録を承認し、保持すること

を約束しなければならない。 
 
9.13 ASNが発行するEスポーツライセンスは、FIAに加盟しているすべての国で有効であり、ライセ

ンス所持者は、Eスポーツライセンスを発行したASNの管理下で開催されるすべてのEスポーツ

競技、および国際スポーツ カレンダーに掲載されるすべての国際Eスポーツ競技に参加または

運転する権利を有する。ただし、ASNの承認に関するEスポーツ競技規則に記載されている条件

が適用される。 
 
9.14 制限付きEスポーツ競技の場合、ライセンス所持者は、該当する競技規則または競技特別規則書

に含まれる特別な条件を遵守しなければならない。 
 
 
第10条 Eスポーツライセンスの発行 
 
10.1 Eスポーツ競技参加者および／またはEスポーツドライバーとしての資格取得を希望する者は、

本Eスポーツ国際競技規則に別段の定めがない限り、国籍国のASNにEスポーツライセンスの正

式な申請を行うものとする。 
 
10.2 エントリー申請書にEスポーツ競技参加者が記載されていない場合、Eスポーツドライバーは自

動的にEスポーツ競技参加者とみなされる。ただし、(i) Eスポーツドライバーが、適用される競

技規則および/または国内法に基づく最低法定年齢に達していない場合、(ii) Eスポーツドライバ

ーとEスポーツ競技参加者が別の自然人または法人である場合、または (iii) 適用される競技規

則、競技特別規則書、または国内Eスポーツ競技規則に別段の定めがある場合には除く。 
 
10.3 各ASNは、自国の国民にEスポーツライセンスを発行する権利を有する。 
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10.4 すべてのEスポーツ競技参加者および/またはEスポーツドライバーは、当該Eスポーツライセン

スの有効期間中、当該ライセンスを発行したASNの国籍を取得する。 
 
10.5 すべてのEスポーツドライバーは、Eスポーツライセンスの国籍に関係なく、FIA世界選手権競技、

FIAモータースポーツゲーム、および/または国際オリンピック委員会の枠組み内で開催されるE
スポーツ競技に参加する場合、すべての公式文書、出版物、表彰式においてパスポート国籍を保

持するものとする。 
 
10.6 各ASNは、FIAに加盟している他の国の国民に、以下のすべての必須条件を遵守して、Eスポー

ツライセンスを発行する権利を有する： 
－ 母国ASNが発行を事前に承認すること。発行は１年に１回、特別な場合にのみ行うことがで

きる。 
－ 申請者は、母国ASN（パスポートの国）に対して、該当する外国での永住証明を提示するこ

と（申請日に18歳未満の者は、他の国でフルタイムの教育を受けていることも証明しなけ

ればならない）。 
－ 母国ASNが最初に発行したEスポーツライセンスを回収したこと。つまり、申請者は、該当

する年の残りの期間、母国ASNが発行したEスポーツライセンスを保持していないこと。 
 
10.7 ただし、特別な理由により、ライセンス所持者が継続年度中にEスポーツライセンスの国籍を変

更したい場合は、母国ASNの許可を得て、以前のEスポーツライセンスを母国ASNに返却した後

にのみ変更することができる。 
 
10.8 ASNは、FIAの事前の許可を得て、FIAにまだ代表されていない国に属する外国人にEスポーツラ

イセンスを付与することもできる。ASNは、この種の要求に応じることを拒否する場合は、FIA 
に通知するものとする。 

 
10.9 FIAは、2026年以降、Eスポーツ競技規則が適用されるEスポーツ競技に参加を希望する、または

参加する申請者にEスポーツライセンスを発行する権利を留保する。 
 
 
第11条 主催許可証 
 
11.1 Eスポーツ競技は、関係国のASNが任意に選択した形式で発行する主催許可証、またはFIAに加

盟していない国で開催される場合はFIAが発行する主催許可証を取得しなければならない。 
 
11.2 主催許可証の各申請は、該当する期限までに以下を添付のうえASNに送付する：イベントの各E 

スポーツ競技に関する競技特別規則書の草案、および主催許可証が付与されなかった場合に返

金される関連料金の支払い証明（該当する場合）。 
 
11.3 主催許可証を申請する主催者は、Eスポーツ競技規則、該当するFIA規則、および該当するASN

の適用する規則に定められた基準を満たしている場合、主催許可証の付与を受ける権利を有す

る。 
 
11.4 組織委員会が管轄の地方当局から関連する許可を取得しているか、取得することが約束されて

いない限り、ASNは主催許可証を付与しない。 
 
 
第12条 競技特別規則書 
 
12.1 Eスポーツ競技に適用される競技特別規則書には、次の内容を含めなければならない： 
 

12.1.1 主催者の指名。 
 
12.1.2 提案されたEスポーツ競技の氏名、性質、定義。 
 



2026 FIA Esports International Sporting Code 

2026 FIA Appendix E 6 / 38 20 August 2025 

12.1.3 イベントが、Eスポーツ競技規則および適用される国内規則に従って開催される旨の声

明。 
 
12.1.4 組織委員会の構成。これには、組織委員会を構成する人員の氏名と、その委員会の住所

を含めなければならない。 
 
12.1.5 イベントの開催場所と日付。 
 
12.1.6 提案されているEスポーツ競技の詳細な説明（コースの長さと方向、許可されるEスポ

ーツ自動車のクラスとカテゴリー、エントリー数の制限（そのような制限がある場合、

および/またはエントリーの最大数）。 
 
12.1.7 エントリーに関するすべての有用な情報：送信先住所、開始日と終了日の日時、料金の

額 (ある場合) など。 
 
12.1.8 保険に関するすべての関連情報。 
 
12.1.9 スタートの日付、時間、および性質、ハンディキャップ（ある場合）の表示。 
 
12.1.10 関連する場合、Eスポーツ競技規則の条項の注意書き。 
 
12.1.11 順位認定を確立する方法。 
 
12.1.12 暫定順位認定と最終順位認定の発表場所と時間。主催者が記載通りの順位認定を発表

することが不可能な場合、主催者は定められた時間と場所で、順位認定に関して講じる

予定の措置に関する正確な詳細を発表するものとする。 
 
12.1.13 賞典の詳細なリスト。 
 
12.1.14 抗議に関するEスポーツ競技規則の条項の注意書き。 
 
12.1.15 審査委員会およびその他の競技役員の氏名。 
 
12.1.16 公式通知掲示板またはデジタル掲示板の場所。 
 
12.1.17 該当する場合、Eスポーツ競技の延期またはキャンセルに関する規定。 
 

12.2 エントリー受付期間の開始後は、すでにエントリーしているEスポーツ競技参加者の全員一致の

同意がない限り、または審査委員会の決定による場合でない限り、競技特別規則書に変更を加え

ることはできない。ASNおよび／またはFIAの事前の同意を条件として、主催者は、関係するE
スポーツ競技の開始まで（Eスポーツ競技規則の第22条に定義）、イベントの安全かつ秩序ある

運営に限定した修正を行うことができる。 
 
 
第13条 公式プログラム 
 
13. Eスポーツ競技の公式プログラムには、主に以下の情報が含まれる: 
 

－ イベントがEスポーツ競技規則および適用される国内規則に基づいて開催される旨の声明。 
－ イベントの場所と日付。 
－ Eスポーツ競技の簡単な説明と提案されているEスポーツ競技のスケジュール。 
－ Eスポーツ競技参加者およびEスポーツドライバーの氏名。 
－ ハンディキャップ（ある場合）。 
－ 賞典の詳細なリスト。 
－ 競技審査委員会およびその他の競技役員の氏名。 
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第14条 エントリー 
 
14.1 エントリーには以下が義務付けられる： 
 

14.1.1 不可抗力と認められる場合を除き、Eスポーツ競技参加者は参加を承諾したEスポーツ

競技に参加すること。 
 
14.1.2 主催者は、Eスポーツ競技参加者のために、エントリーが行われたすべての条件を履行

するものとし、唯一の約定事項は、Eスポーツ競技参加者がEスポーツ競技に参加する

ために最大限の努力を払わなければならないということである。 
 
14.2 ASNがイベントの開催許可証の発行に同意した場合、組織委員会はエントリーを受け付けるこ

とができる。 
 
14.3 最終エントリーは、組織委員会が定める形式で書面で行うものとし、必要に応じて、指名された

Eスポーツ競技参加者および／またはEスポーツドライバーの氏名と住所、ならびにEスポーツ

競技参加者および／またはEスポーツドライバーのEスポーツライセンス番号を記載するものと

する。ただし、競技特別規則書により、Eスポーツドライバーの指名に追加の期間が規定される

場合がある。 
 
14.4 競技特別規則書でエントリー料が規定されている場合、この料金が伴わないエントリーは一切

無効となる。 
 
14.5 Eスポーツ競技の主催者は、母国ASNの事前承認を得て外国ライセンス所持者を受け入れること

ができる。ただし、Eスポーツ競技がオンラインで開催される場合は、適用される競技規則およ

び／または競技特別規則書により、主催者はASNの事前承認なしに外国ライセンス所持者を受

け入れることができると定められている場合がある。 
 
14.6 エントリーに関するEスポーツ競技参加者と主催者間の紛争は、組織委員会を承認したASNによ

って裁定される。 
 
14.7 当該Eスポーツ競技の開催日までに紛争が解決されない場合、エントリーしたEスポーツ競技参

加者、またはそのEスポーツ競技への参加を承諾したが参加しないEスポーツドライバーは、保

証金を支払わない限り、直ちに国際的に資格停止（Eスポーツライセンスの一時的取り消し）と

なる。保証金の金額は、各国の関連ASNによって定められる。 
 
14.8 この保証金の支払いは、Eスポーツ競技参加者またはEスポーツドライバーが１つのEスポーツ

競技を別のEスポーツ競技に置き換えることができることを意味するものではない。 
 
14.9 エントリーの締め切り日時は、競技特別規則書に記載されなければならない。 
 
14.10 国際Eスポーツ競技に関しては、エントリーの締め切りはイベントの予定日の少なくとも７日前

でなければならない。その他のEスポーツ競技については、関連するASNまたはFIAの裁量によ

り、期限が短縮される場合がある。 
 
14.11 エントリーは、エントリーの締め切り期限前に送信され、必要な場合は必要なエントリー料が同

時に支払われることを条件として、あらゆる電子通信手段で行うことができる。 
 
14.12 電子通信（電子メールなど）に表示される送信時刻は、エントリーの提出時刻の決定的な証拠と

して使用される。 
 
14.13 虚偽の記述を含むエントリーは無効とみなされる。そのようなエントリーの提出は、Eスポーツ

競技規則違反とみなされる。さらに、エントリー料は没収される場合がある。 
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14.14 国際Eスポーツ競技へのエントリーが組織委員会によって拒否された場合、組織委員会はエント

リー締め切り日の２日後からEスポーツ競技の開始５日前までに、拒否の理由を述べて申請者に

通知しなければならない。 
 
14.15 その他のEスポーツ競技に関しては、拒否の通知に関する限り、国内規則で他の条件を規定する

ことができる。 
 
14.16 競技特別規則書では、エントリーは、たとえば出走者数に制限がある場合、エントリーした他の

Eスポーツ競技参加者に欠員が生じた場合など、特定の明確な条件の下で受け付けられると規定

することができる。 
 
14.17 条件付きエントリーは、エントリー締め切りの翌日までに書面または電子通信手段で関係者に

通知しなければならないが、条件付きでエントリーされたEスポーツ競技参加者は、あるEスポ

ーツ競技を別のEスポーツ競技に無許可で置き換えることに関する適用規則の対象にはならな

い。 
 
14.18 主催者が、該当する場合はエントリー料を添えた、適切に記入されたエントリーフォームを受け

取らない限り、エントリーを公開することはできない。 
 
14.19 条件付きでエントリーされたEスポーツ競技参加者は、エントリーが公開される際にそのように

指定される。 
 
14.20 適用規則で、スタートが許可されるエントリー数および／またはEスポーツドライバー数に制限

が定められている場合、受け入れられるエントリーの選択手順は、適用規則で指定されること。

制限がない場合、選択は抽選またはASNの決定によって行われる。 
 
14.21 エントリーがEスポーツ競技規則第14条20に従って排除された場合、組織委員会はそれを予備と

して受け入れる場合がある。 
 
14.22 エントリーしたEスポーツドライバーの変更は、以下の場合に行うことができる： 
 

14.22.1 エントリーの締め切り前（適用規則で禁止されていない場合）。 
 
14.22.2 エントリーの締め切り後（組織委員会の承認がある場合のみ）。 

 
14.23  組織委員会は、イベント開始の少なくとも４８時間前までに、Eスポーツ競技で受け入れられた

エントリーの公式リストをASNに送信し、各Eスポーツ競技参加者に提供しなければならない。

ただし、この時間以降にエントリーが締め切られる場合は、Eスポーツ競技開始前に各Eスポー

ツ競技参加者に公式リストを提供しなければならない。 
 
 
III. 第3章:組織の詳細 
 
A. 参加者 
 
第15条 Eスポーツ競技参加者 
 
15.1 すべてのEスポーツ競技参加者は、Eスポーツ競技規則の第9条1および第9条6を遵守し、スポー

ツ権限機関の決定およびその結果に従うことを約束する。 
 
15.2  Eスポーツ競技参加者は、特に直接的または間接的な従業員、Eスポーツドライバー、コンサル

タント、サービスプロバイダー、およびEスポーツ競技参加者がEスポーツ専用エリアへのアク
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セスを許可した者を含む、Eスポーツ競技またはEスポーツ選手権に参加または関連するサービ

スを提供する者によるすべての行為または不作為について責任を負うものとする。 
 
15.3 さらに、これらの者はそれぞれ、Eスポーツ競技規則、該当する場合はFIA規則、または関連する

ASNの国内規則の違反に対して同等の責任を負うものとする。 
 
15.4 FIAの要請に応じて、Eスポーツ競技参加者は、Eスポーツ競技またはEスポーツ選手権に参加ま

たは関連するサービスを提供する者の完全なリストをFIAに提供しなければならない。 
15.4.1 さらに、Eスポーツ競技参加者は、任命された競技役員からのEスポーツドライバーま

たはEスポーツ専用エリアへのアクセスを許可された人員に関するあらゆる連絡内容

を、彼らに伝える責任を負う。 
 
15.5 国際Eスポーツ競技または国内Eスポーツ競技にエントリーしたEスポーツ競技参加者、あるい

は運転を約束したEスポーツドライバーで、そのEスポーツ競技に参加せず、同じ日に別の場所

で別のEスポーツ競技に参加した場合、後者のEスポーツ競技の開始時から、関係するASNが適

切とみなす期間、出場停止（Eスポーツライセンスの一時的取り消し）となる。 
 
15.6 ２つのEスポーツ競技が異なる国で開催される場合、関係する２つのASNは課されるペナルティ

について合意するものとし、ASNが合意しない場合は、その事案はFIAに委ねられ、その決定は

最終的なものとなる。  
 
15.7 FIA選手権に出場するEスポーツ競技参加者は、FIAの元会長またはFIAの元スポーツ担当会長代

行（該当する場合）の職を退いた日から６か月が経過するまで、その役務を関与させたり使用し

たりすることはできない（従業員、独立請負業者、コンサルタント、またはその他の形態を問わ

ず）。また、いかなる場合でも、前述のEスポーツ競技参加者は、FIAの元会長またはFIAの元スポ

ーツ担当会長代行が任期中に取得した機密情報を取得したり、その情報から利益を得たり、使用

したりすることは期限なくできない。 
 
 
第16条 EUプロEスポーツ競技参加者またはEUプロEスポーツドライバー 
 
16.1 EUプロEスポーツ競技参加者またはEUプロEスポーツドライバーは、国際モータースポーツ競

技規則の付則Z項の第7条3に従い、EU諸国（またはFIAの決定により同等とされる国）で開催さ

れるゾーン競技に参加することが許可される。 
 
16.2 こうした国内Eスポーツライセンスには、EU旗が付く。 
 
16.3 各EU ASNまたはFIAの決定により同等とされる国のASNは、保険契約において、適用されるす

べての規則に加えて、Eスポーツ競技規則を考慮に入れることを確実にすること。 
 
16.4 EUプロEスポーツ競技参加者またはドライバーは、競技を行っている国のASNの管轄、およびE 

スポーツライセンスを発行したASNの管轄に従う。 
 
16.5 当該Eスポーツライセンスの停止に関する決定は、ウェブサイトwww.fia.comに掲載される。 
 
 
B. Eスポーツ競技の種類 
 
第17条 国内Eスポーツ競技 
 
17.1 国内Eスポーツ競技は、ASNの唯一のスポーツ監督下に置かれ、ASNは、Eスポーツ競技規則の

適用に関する一般条件を尊重しながら、規則および組織化の権限（国内Eスポーツ競技規則を含

む）を行使する。 
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17.2 各ASNは、独自の国内Eスポーツ競技規則を作成することができ、この規則は、FIAに提供する

ことができなければならない。 
 
17.3 国内Eスポーツ競技はすべて、認可ASNの国内カレンダーに掲載されなければならない。 
 
17.4 国内Eスポーツ競技は、国際Eスポーツ選手権、カップトロフィー、チャレンジ、またはシリー

ズの対象にはならない。また、複数の国際Eスポーツ競技の後の総合順位の作成に考慮されるこ

ともない。 
 
17.5 国内Eスポーツ競技は、主催ASNが発行したEスポーツライセンスを保有するEスポーツ競技参

加者およびEスポーツドライバーのみが参加できる。ただし、認可ASNの国内Eスポーツ競技規

則で外国ライセンス所持者の参加が認められている場合は除く。 
 
17.6 国内Eスポーツ競技が国内Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリー

ズの一部である場合、外国ライセンス所持者であるEスポーツ競技参加者およびEスポーツドラ

イバーは、関連するASNの独自の裁量により、当該選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、

またはシリーズの順位認定でポイントを獲得する資格を有する。当該選手権、カップ、トロフィ

ー、チャレンジ、またはシリーズのランキングにおけるポイントの割り当ては、外国ライセンス

所持者であるEスポーツ競技参加者およびEスポーツドライバーを考慮に入れることができる。 
 
17.7 外国ライセンス保持者の参加を認めるEスポーツ競技を認可するASNは、すべての公式文書（特

にエントリーフォーム）に記載する少なくとも以下の情報をFIAおよびEスポーツ競技参加者お

よびEスポーツドライバーに提供する義務を遵守しなければならない： 
 

－ ハードウェアに関する情報、および関連するEスポーツ競技への参加が認可されたEスポー

ツ自動車のクラスおよび／またはタイプに関する情報。 
 
17.8 外国のライセンス保持者は、別のASNが主催するEスポーツ競技に参加するには、自国のASNが

発行する許可が必要となる。ただし、Eスポーツ競技規則の第14条5に規定されている例外があ

る。この許可は、主催ASNの国内カレンダーに登録されている宣言されたEスポーツ競技にのみ

付与される。 
 
17.9 国内Eスポーツ競技は、Eスポーツ競技に参加するEスポーツ競技参加者またはEスポーツドライ

バーが特定の条件に従わなければならない場合、「制限付き」と呼ばれることがある。招待によ

る Eスポーツ競技は、「制限付き」Eスポーツ競技に該当する。 
 
17.10 クローズドEスポーツ競技は、関連するASNによって許可されなければならず、例外的な状況で

は、関連するASNは、この許可を、その競技を促進する複数のクラブに付与する場合がある。 
 
 
第18条 国内Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、およびシリーズ 
 
18.1 国内Eスポーツ選手権を認可できるのは、適切なASNのみである。 
 
18.2 国内Eスポーツ選手権は、関連するASNまたは当該ASNからの書面による同意を得た他の団体に

よってのみ開催できる。 
 
18.3 国内Eスポーツ選手権のオンサイトEスポーツ競技は、その国の領土外で開催することはできない。 
 例外として： 

 
－ ASNは、国内Eスポーツ選手権を開催する国と共通の国境および／または適切な地理的関係 

（FIA世界モータースポーツ評議会の承認による）を持つ国で開催される場合に限り、その

国の領土外で開催される国内Eスポーツ選手権のオンサイトEスポーツ競技を最大１つ開催

できる。 
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－ ゾーンに属していないASNは、国内Eスポーツ選手権のオンサイトEスポーツ競技（複数含

む）を国外で開催することができるが、それらが国内Eスポーツ選手権を開催している国と

共通の国境および／または適切な地理的関係（FIA世界モータースポーツ評議会の承認によ

る）を持つ国で開催されることが条件となる。 
 
18.4 さらに、FIAは独自の裁量で、クラブの母国ASNの管轄外のオンサイトEスポーツ競技（複数含

む）を含む、クローズドEスポーツ競技のみで構成される国内Eスポーツ 選手権を認可すること

ができる。 
 
18.5 管轄区域内でスポーツ権限を付与されたASNのみが、国内カップ、トロフィー、チャレンジ、ま

たはシリーズを認可できる。 
 
18.6 国内Eスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズは、同じ規則で管理される複

数のEスポーツ競技、または単一のEスポーツ競技で構成できる。 
 
 
第19条 国際Eスポーツ競技 
 
19.1 国際格式を主張するためには、Eスポーツ競技は以下の条件をすべて満たさなければならない： 
 

－ タイトル、ハードウェア、会場、および適用される規則で指定されているEスポーツ競技に

関連するその他の要素は、主催ASNによって承認されていなければならない。 
－ 参加が認められたEスポーツ競技参加者およびEスポーツドライバーは、国際Eスポーツラ

イセンスを保持していなければならない。 
－ Eスポーツ競技は、国際スポーツカレンダーに掲載されていなければならない。 

 
19.2 国際Eスポーツ選手権、カップ、チャレンジ、トロフィー、またはシリーズの一部となることが

できるのは、国際Eスポーツ競技のみである。 
 
19.3 国際Eスポーツ競技は、FIAの名前が付けられた国際Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チ

ャレンジ、またはシリーズの対象となる場合、FIAのスポーツ監督下に置かれる。 
 
19.4 その他のすべての国際Eスポーツ競技については、ASNがそれぞれの地域で適用される規則を適

用する責任を負う。 
 
19.5 国際Eスポーツ競技は、Eスポーツ競技に参加するEスポーツ競技参加者またはEスポーツドライ

バーが特定の条件に従わなければならない場合、「制限付き」と呼ばれることがある。招待によ

るEスポーツ競技は、「制限付き」Eスポーツ競技に該当する。例外的な状況では、FIAは、その

特殊性により開催できる「制限付き」国際Eスポーツ競技を、ASNが国際スポーツカレンダーに

掲載できるように許可する場合がある。 
 
 
第20条 国際Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、およびシリーズ 
 
20.1 国際Eスポーツ選手権を認可できるのはFIAのみである。 
 
20.2 国際Eスポーツ選手権は、FIAまたはFIAの書面による同意を得た他の団体によってのみ開催でき

る。国際Eスポーツ選手権の主催者は、国際Eスポーツ競技の主催者と同じ権利と義務を有する。 
 
20.3 FIAの名前を冠する国際Eスポーツ選手権はFIAがそのすべての権利を有し、適用される規則が少

なくともEスポーツ競技規則の第21条の要件に準拠している場合に限り、「World」という単語（ま

たは任意の言語で「World」に類似する意味を持つ単語、または「World」から派生した単語）を

含むタイトルを付けることができる。 
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20.4 国際Eスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズは、同じ規則が適用される複

数の国際競技、または単一の国際Eスポーツ競技から構成することができる。 
 
20.5 国際Eスポーツ競技のみが、国際カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズを構成でき

る。 
 
20.6 カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズを提案するASNが、主に以下の点に基づいて 

FIAの書面による承認を取得しない限り、国際Eスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、また

はシリーズを開催することはできない： 
 

－ 関連するスポーツ規則の承認。 
－ カレンダーの承認。 
－ カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズの対象となる１つ以上のオンサイトEス

ポーツ競技が開催される地域のすべてのASNからの、提案された日付を含む事前の承認。 
－ Eスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズの名前が、その地理的範囲お

よび基準と一致していることの確認。 
 
20.7 FIAの名前が付けられた国際Eスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズはFIA

がそのすべての権利を有し、FIAまたはFIAの書面による同意を得た他の団体によってのみ開催

することができる。この場合、カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズの主催者は、

Eスポーツ競技の主催者と同じ権利と義務を有する。 
 
 
第21条 「ワールド（WORLD）」という語句の使用 
 
21.1 FIAの名前が付けられた国際Eスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、シリーズ、およびそれ

らのEスポーツ競技は、適用される規則が少なくとも以下の要件に準拠している場合に限り、「ワ

ールド（World）」という単語（または任意の言語で「ワールド（World）」に類似する意味を持つ

単語、または「ワールド（World）」から派生した単語）を含むタイトルを付けることができる： 
 

－ Eスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズのカレンダーには、少なくと

も３つの異なる大陸で開催されるオンサイトEスポーツ競技が含まれていなければならな

い。 
－ 主催者は、Eスポーツ競技規則またはその他で説明されている権利または権限に加えて、E 

スポーツ競技規則および適用される規則の原則が完全に尊重されていることを確認するた

めに、「ワールド（World）」というタイトルを使用している、または使用を申請しているカ

ップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズのEスポーツ競技で査察を実施する権利を 
FIAが留保することを承諾し、認めなければならない。主催者は、FIAがすべての関連会場お

よびこの目的に必要であるとみなす、すべての文書へのアクセスをFIAに許可することによ

り、このような査察を容易にする。 
－ 関連するEスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズの主催者は、各Eス

ポーツ競技について、FIAが発行し定期的に更新するリストから少なくとも１名の競技審査

委員を指定しなければならない。この審査委員は、競技審査委員会の議長を務め、Eスポー

ツ競技中に確認されたEスポーツ競技規則の重大な違反またはその他の不規則性をFIA、提

案ASN、およびEスポーツ競技が開催される地域のASNに報告する。 
 
21.2 FIAは、例外的に、「ワールド（World）」という単語の長年の使用が認められるEスポーツカップ、

トロフィー、チャレンジ、またはシリーズに対して特別措置を認める場合がある。 
 
21.3 FIAの名前が付いていない国際Eスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、シリーズ、およびそ

れらのEスポーツ競技は、FIAの許可なく、タイトルに「ワールド（World）」（または任意の言語

で「ワールド（World）」に類似する意味を持つ単語、または「ワールド（World）」から派生した

単語）を含めることはできない。原則として、FIAは、Eスポーツ競技規則の第21条1に記載され
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ている要件を満たし、FIAがそうすることがこのスポーツの利益になると判断した場合に、この

許可を与える。FIAは、関連する要件に準拠しなかった場合、許可を取り消す場合がある。 
 
 
C. Eスポーツ競技の展開 
 
第22条 一般的な展開原則 
 
22.1 オンサイトEスポーツ競技は、参加受付の開始予定時刻から開始されたものとみなされる。 
 
22.2 オンラインEスポーツ競技は、関連するEスポーツ競技の公式サーバーの開設予定時刻から開始

されたものとみなされる。 
 
22.3 Eスポーツ競技は、抗議または控訴の期限、審問の終了、または関連するタイトルまたはハード

ウェアで行われた禁止された調整に関連する調査の終了のいずれか遅い方の期限が経過した時

点で終了する。 
 
22.4 Eスポーツ競技は、不可抗力または安全上の理由、または適用される規則で延期またはキャンセ

ルの規定がある場合にのみ延期またはキャンセルできる。24時間を超える延期またはキャンセ

ルの場合、参加費は返金される。 
 
 
第23条 スタート 
 
23.1 スタートには、手動制御スタートと自動実行スタートの２つの方法がある。どちらのスタート形

式も、ローリングスタートまたはスタンディング スタートに適用できる。 
 
23.2 ローリングスタートのEスポーツ競技では、スタートラインは、そのラインを越えると、関連す

るタイトルがEスポーツ自動車の計時を開始するラインである。 
 
23.3 スタンディングスタートのEスポーツ競技でグリッドがある場合、スタートラインは、タイトル

が各Eスポーツ自動車のそれぞれのグリッド位置のフロントラインを配置する場所とする。 
 
23.4 Eスポーツ競技で使用されるスタートの形式と手順は、適用される競技規則および/または競技特

別規則書で規定および定義されなければならない。 
 
23.5 不正スタートは、Ｅスポーツ自動車が関連する競技規則および／または競技特別規則書に従っ

て適切なスタート手順に従わない場合に発生する。 
 
23.6 レースディレクターが任命されている場合、スタート手順を修正できる。 
 
23.7 不正スタートは、本Ｅスポーツ国際競技規則および競技規則および／または競技特別規則書に

違反したものとみなされる。 
 
 
第24条 ヒート 
 
24.1 Eスポーツ競技はヒートで開始でき、その構成は組織委員会が決定し、公式プログラムで公開さ

れなければならない。 
 
24.2 これらのヒートの構成は必要に応じて変更できるが、変更できるのは競技審査委員会のみであ

る。 
 
24.3 同着の場合、Eスポーツ競技参加者は、認定順位に割り当てられた賞典と、それに続く賞典を分

け合うか、すべてのEスポーツ競技参加者が同意した場合、競技審査委員会は関係するEスポー
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ツ競技参加者に限定された別のEスポーツ競技を許可し、条件を課すことができるが、いかなる

場合でも最初のEスポーツ競技が再実行されることはない。 
 
 
第25条 Eスポーツ専用エリア 
 
25.1 Eスポーツ専用エリアは、以下のエリアで構成されるが、これらに限定されない： 

 
－ ステージ 
－ 競技エリア 
－ レースコントロール 
－ メディア専用ゾーン 
－ チームエリア 
－ 一般立ち入り禁止ゾーン 

 
25.2 適用される競技規則および／または競技特別規則書には、追加のEスポーツ専用エリアが含まれ

る場合がある。 
 
25.3 Eスポーツ専用エリアにアクセスするには、特定の許可証またはパスを持っていなければならな

い。 
 
 
D. Eスポーツオフィシャル 
 
第26条 オフィシャルに関する一般原則 
 
26.1 「オフィシャル（official）」という用語は、追加のオフィシャルの任命を予定しているその他の適

用規則に影響を与えることなく、以下の者を指す： 
 

－ 競技審査委員会 
－ レースディレクター 
－ 競技デリゲート（その職務は適用される競技規則で説明される） 

 
26.2 特に、各ASNは、適格な資格を持つ者に、Eスポーツ競技規則が適用されるあらゆる国で開催さ

れるEスポーツ競技で自国の国民を個人的に監督する権利、および必要に応じてEスポーツ競技

の主催者に対する利益を守る権利を付与できる。 
 
26.3 FIA倫理規定第２条２に従い、競技役員は、誠実かつ独立して勤勉に職務を遂行する能力を損な

う可能性のある金銭的または個人的な利益を有したり、有しているように見せかけたりしない

こと。 
 
26.4 オフィシャルは、いかなるイベントにおいても、任命された職務以外の職務を遂行しないこと。 
 
26.5 オフィシャルは、主催ASNによって許可されている国内のEスポーツ競技を除き、オフィシャル

として活動するイベントで行われるEスポーツ競技に、Eスポーツ競技参加者としてもEスポー

ツ ドライバーとしても参加する資格はない。 
 
26.6 競技審査委員以外のオフィシャルは、主催ASNによって作成された基準に従って、関連イベント

中の職務に対して報酬を受け取ることができる。 
 
26.7 すべての認定順位と結果、およびオフィシャルが下したすべての決定は、公式通知掲示板に発表

時刻とともに掲載されるか、デジタル通知掲示板（ある場合）に掲載される。公式通知掲示板と

デジタル通知掲示板の両方に掲載された場合は、公式通知掲示板の発表時刻が優先される。 
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第27条 審査委員 
 
27.1 国際Eスポーツ競技では、少なくとも3名の審査委員で構成される競技審査委員会が設置され、

競技特別規則書または適用規則で明示的に指定された委員長の権限の下で組織として運営され

る。 
 
27.2 競技審査委員会の委員長は、会議を計画し、取り決めが遵守されるようにする責任を負う。競技

審査委員会の委員長は、議題の設定と会議の議事録の作成にも責任を負う。 
 
27.3 投票結果が割れた場合は、委員長が決定票を投じる。 
 
27.4 別途規定されている場合を除き、審査委員は、Eスポーツ競技規則で定義されているEスポーツ

競技の期間中、その任務に従事する。 
 
27.5 少なくとも1名の審査委員は、関連する主催許可証を付与するASNによって指名され、その他の

競技役員は、関係するASNの承認を条件として、主催者によって指名されるものとする。 
 
27.6 FIAまたは関連するASNによって特定の決定が下された場合を除き、審査委員は名誉職として活

動し (報酬なし)、その規則を適用するASNおよびFIAに対する場合を除き、いかなる責任も負わ

ない。 
 
27.7 審査委員は、イベントの組織についていかなる責任も負わず、イベントに関連する執行義務も負

わない。例外的に、イベントが ASN によって直接促進される場合に限り、そのようなイベント

の審査委員は、主催者の義務と兼務することができる。 
 
27.8 複数のEスポーツ競技を含むイベントでは、各Eスポーツ競技に異なる審査委員が存在する場合

がある。 
 
27.9 同じイベントに任命された複数の審査委員が下した決定が矛盾する場合は、次の順位が優先さ

れる: 
 

－ FIA Eスポーツ 選手権競技 
－ FIA Eスポーツ カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズEスポーツ競技 
－ 国際シリーズ Eスポーツ競技 
－ 国内 Eスポーツ選手権競技 
－ 国内 Eスポーツカップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズEスポーツ競技。 

 
 
第28条 競技審査委員会の義務 
 
28.1  競技審査委員会は、Eスポーツ競技規則の第28条5項22および第53条の規定の適用を条件として

任命されたイベントの枠組み内で、Eスポーツ競技規則、該当する場合はFIAの規則、国内規則お

よび競技特別規則書、および公式プログラムの施行について最高権限を持つ。 
 
28.2  競技審査委員会は、Eスポーツ競技規則に規定されている控訴権を条件として、イベント中に発

生する可能性のあるあらゆる事案を解決することができる。 
 
28.3  競技審査委員会は、イベントの枠組み外で発生した適用規則の違反の疑いについて裁定を下す

ことができる。ただし、競技審査委員会が任命されたイベントが、この違反の疑いの発覚直後で

あることを条件とする。 
 
28.4  FIA Eスポーツ選手権イベントを除き、競技審査委員会はイベント終了後できるだけ早く最終報

告書に署名し、ASNに送付するものとする。この報告書には、各Eスポーツ競技の結果とともに、

申し立てられたすべての抗議および出場停止（失格）処分の詳細が記され、資格停止または資格

取消について決定を下す必要がある場合の競技審査委員会の勧告が含まれる。 
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28.5 競技審査委員会は、職務の枠内で、特に次のことを行う： 
 

28.5.1 規則違反があった場合にどのペナルティを適用するかを決定する。 
 
28.5.2 競技特別規則書を修正する。 
 
28.5.3 ヒート数の構成を変更する。 
 
28.5.4 同着の場合に新しいスタートを許可する。 
 
28.5.5 ペナルティを科す。 
 
28.5.6 Eスポーツ競技規則第33条3項に従ってペナルティの一時停止を決定することができる。 
 
28.5.7 イベントのEスポーツ専用エリアの全部または一部から人物を退去および/または追放

するよう命じ、および／または人物による同エリアへのそれ以上のアクセスを拒否す

ることができる。 
 
28.5.8 出場停止（失格）を宣告する。 
 
28.5.9 認定順位を修正する。 
 
28.5.10 競技審査委員会が危険と判断した場合、EスポーツドライバーがEスポーツ競技に参加

することを禁止する。 
 
28.5.11 不適切な行為または不公平な実践を犯したと判断した Eスポーツ競技参加者またはE 

スポーツドライバーにペナルティを科す。 
 
28.5.12 担当競技役員の命令に従わないEスポーツ競技参加者またはEスポーツドライバーを 

Eスポーツ専用エリアから退去させるよう命じる。 
 
28.5.13 不可抗力の場合、または重大な安全上の理由により、Eスポーツ競技を延期する。 
 
28.5.14  安全上の理由により主催者から要請があった場合、公式プログラムを変更する。 
 
28.5.15 競技審査委員会の委員長を除き、不可抗力により妨げられる範囲において、FIA Eスポ

ーツ選手権の枠組み内でリモートで運営することができる。 
 
28.5.16 1名または複数の審査委員が不在の場合、特に3名の審査委員の出席が不可欠な場合、1 

名または必要に応じて複数の代理を任命することができる。例外的な状況では、代理は

リモートで操作できるが、FIA Eスポーツ 選手権、カップ、チャレンジ、トロフィー、

またはシリーズの枠組み内では、FIAによって指定された国際審査委員の少なくとも1 
名がイベントに直接出席するものとする。 

 
28.5.17 一時的または恒久的に、Eスポーツ競技の全部または一部を停止することを決定する。 
 
28.5.18 認定順位と結果を最終的なものと宣言する。 
 
28.5.19 関連するタイトルおよび／またはハードウェアの技術チェックを実施するよう命令す

る。 
 
28.5.20 FIA、主催ASNの要請により、または自らの判断で、アルコール検査の実施を要請し、

検査を受けるEスポーツドライバーおよび競技役員の数を定め、適用される規則に従っ

て、アルコール検査を受けるドライバーおよび競技役員を選択する。 
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28.5.21 レースディレクターから問題が提出された場合、上記の制裁を科す。 
 
28.5.22 イベント後に決定を下す必要がある場合、同じEスポーツ選手権、カップ、トロフィー、

チャレンジ、またはシリーズの後続イベントの1つの競技審査委員会に権限を委任する

か、またはこの目的のために招集され、元の競技審査委員会の選択に責任を負う権能機

関によって選択される審査委員会に権限を委任することができる。国内審査委員が競

技審査委員会の一部である場合、元の審査委員を任命した ASNは、後続イベントの1つ
に審査委員を提供するか、または後続イベントの1つにおいて競技審査委員会の国内審

査委員に権限を委任することができる。 
 
28.5.23 決定を下すために、ビデオ システムまたは電子システムを使用できる。 
 
28.5.24 関連するEスポーツ競技に登録されたEスポーツ競技参加者および/またはEスポーツド

ライバーの身元が、Eスポーツ競技に参加するEスポーツ競技参加者および/またはEス
ポーツドライバーの身元と一致することを確認するために身元確認を命じることがで

きる。 
 

28.6 競技審査委員会の決定が当事者に通知された後、その決定を下した競技審査委員会は自らの判

断で、または当事者の一方からの要請により、決定の理由および/または効力部分に含まれる事

務上の誤りを訂正することができるが、その意味を変更または修正することはできない。ただし、

この規定に従い、控訴の意思を通知する期限は、訂正された決定の通知日ではなく、当初の決定

の通知日から起算される。 
 
 
第29条 レースディレクター 
 
29.1  レースディレクターは、各Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリー

ズの全期間にわたって指名される場合がある。 
 
29.2 レースディレクターの職務の枠組み内で、レースディレクターは、特に次の責任を負う： 
 

29.2.1 プラクティスとレースの管理、タイムテーブルの遵守、およびレースディレクターが必

要と判断した場合は、Eスポーツ競技規則または適用される競技規則に従ってタイムテ

ーブルを変更するよう競技審査委員会に提案すること。 
 
29.2.2 Eスポーツ競技規則または適用される競技規則に従って、Eスポーツ自動車を停止する

こと。 
 
29.2.3 レースディレクターが継続が安全でないと判断した場合、またはEスポーツ競技に混乱

を引き起こす重大な技術的問題が発生した場合、適用される競技規則に従って、プラク

ティスまたはレースを一時的または永久的に停止または中断すること。 
 
29.2.4 スタートまたは再スタートの手順 
 
29.2.5 セーフティカー、バーチャルセーフティカー、または競技規則および／または競技特別

規則書で定義されている減速手順の使用。 
 
29.3  レースディレクターの義務と責任が上記と異なる必要がある場合、これらの義務は関連する競

技規則および／または競技特別規則書に規定される。 
 
 
IV.  第4章:違反、ペナルティおよび法的救済 
 
A. 違反に関する一般原則 
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第30条 違反 
 
30.1 別段の定めがない限り、違反または侵害は、故意によるか過失によるかを問わず、処罰の対象と

なる。 
 
30.2 違反または侵害を犯そうとする行為も処罰の対象となる。 
 
30.3 違反または侵害に加担した自然人または法人は、扇動者または共犯者を問わず、処罰の対象とな

る。 
 
 
第31条 訴追の時効期間 
 
31.1 違反行為の訴追に関する法定時効期間は５年である。 
 
31.2 時効期間は、次のとおり： 
 

－ 違反行為または侵害行為を行った日から。 
－ 違反行為または侵害行為が連続または繰り返し行われた場合は、最後の行為の日から。 
－ 違反行為または侵害行為が継続している場合は、違反行為または侵害行為が停止した日か

ら。 
 
31.3 ただし、違反行為または侵害行為が競技審査委員会またはFIAの起訴団体から隠蔽されていた場

合は違反行為または侵害行為の事実が競技審査委員会またはFIAの起訴団体に知られた日から

時効期間が開始する。 
 
31.4 時効は、FIA懲罰規定および裁判規定の第1章に基づいて行われる起訴または調査の行為によっ

て中断される。 
 
 
第32条 規則違反 
 
32.  前述の違反またはそれ以降に具体的に定められた違反に加え、以下の違反はいずれも、Eスポー

ツ 競技規則違反とみなされる： 
 
32.1 Eスポーツ競技に関連する公務を担う者、またはEスポーツ競技に関連して何らかの形で雇用さ

れている者に対する、直接的または間接的な賄賂または賄賂の試み、およびそのような公務を行

う者または従業員による賄賂の受け取りまたは受け取りの申し出。 
 
32.2 不適格であることがわかっているEスポーツドライバー、Eスポーツ競技参加者、またはEスポー

ツ自動車のEスポーツ競技へのエントリーまたは参加を目的とするあらゆる行為。 
 
32.3 Eスポーツ競技の利益またはモータースポーツ全般の利益を害するあらゆる行為またはあらゆ

る詐欺的行為。 
 
32.4 FIAの目的に反する、または反対するあらゆる目的の追求。 
 
32.5 FIAの決定の適用を拒否または怠ること。 
 
32.6 FIA、その機関、そのメンバー、またはその役員、さらに一般的にはモータースポーツの利益お

よびFIAが擁護する価値観に、道徳的損害または損失をもたらした言葉、行為、または文書。 
 
32.7 調査への協力を怠った場合。 
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32.8 安全でない行為、または適切な措置を講じなかったために安全でない状況になった場合。 
 
32.9 イベントを安全かつ秩序正しく運営するための関係オフィシャルの指示に従わなかった場合。 
 
32.10 FIAサーキットにおけるドライブ行為の規律（国際モータースポーツ競技規則付則L項）に従わな

かった場合。 
 
32.11 不正行為。 
 
32.12 Eスポーツ競技における公平性の原則に違反した場合、スポーツマンらしくない行動をした場合、

またはスポーツ倫理に反する方法でEスポーツ競技の結果に影響を与えようとした場合。 
 
32.13 暴力や憎悪を公然と煽動した場合。 
 
32.14 国際Eスポーツ競技の場合はFIA、管轄内の国内Eスポーツ競技の場合は関連するASNによって事

前に書面で承認されていない限り、FIAの定款に基づいてFIAが推進する中立性の一般原則に著

しく違反する政治的、宗教的、個人的な発言やコメントを一般的に行ったり表示したりすること。 
 
32.15 FIA Eスポーツ選手権の対象となるEスポーツ競技の公式式典中に人物を任命したり参加したり

することに関するFIAの指示に従わないこと。 
 
32.16 FIAの書面による承認がない限り、参加者および出席者がFIA Eスポーツ競技で火薬製品を所持

および／または使用すること。 
 
 
B. ペナルティの種類 
 
第33条 ペナルティに関する一般規定 
 
33.1  主催者、競技役員、Eスポーツ競技参加者、Eスポーツドライバー、参加者、その他のライセン

ス所持者、その他の個人または組織がEスポーツ競技規則、該当する場合はFIAの規則、国内規

則、または競技特別規則書に違反した場合は、ペナルティが科せられる場合がある。 
 
33.2  ペナルティは、以下の規定に従って、競技審査委員会およびASNによって科すことができる。 
 
33.3  競技審査委員会の決定は、以下の規定に従い、直ちに拘束力を持つ： 
 

33.3.1  Eスポーツ競技参加者が、以下に挙げる場合を除き、また、適用期限外に控訴の意思を

提出した場合、特に、後のEスポーツ競技への参加に影響を与えるハンディキャップル

ールの適用を判断するために、ペナルティは一時停止される。控訴による一時停止効果

により、Eスポーツ競技参加者および／またはEスポーツドライバーは、ペナルティの

適用の結果生じた場所以外で、賞典授与式や表彰式に参加したり、Eスポーツ競技の終

了時に発表される最終順位認定に入ることはできない。時間の経過により不可能でな

い限り、Eスポーツ競技参加者およびEスポーツドライバーの権利は、控訴審判所での

上訴に勝訴した場合、回復される。 
 
33.3.2  競技審査委員会の決定は、下記のEスポーツ競技規則第33条5項に従って上訴の対象と

ならない決定に関する場合、または以下の事項に関する場合、上訴があった場合でも直

ちに拘束力を持つ： 
 

－ 違反行為または侵害行為を行った日から 
－  停止効果がさらなるまたは継続的な安全上の問題を引き起こす可能性がある問題 
－  付則C項の違反 
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－  Eスポーツ競技規則第32条2項、第32条3項、第32条5項、および第32条8項の違反、

または同等の国内規定の違反 
－  Eスポーツ競技へのEスポーツ競技参加者のエントリーの不正に関する問題 
－  関連するタイトル、ハードウェア、および／またはEスポーツ自動車の広告に関連

する問題（Eスポーツ競技規則第67条）；または 
－  同じEスポーツ競技の過程で、Eスポーツ競技参加者の出場停止（失格）を正当化

するさらなる違反が行われた場合 
 
33.4 ペナルティを一時停止するかどうかに関する競技審査委員会の決定（Eスポーツ競技規則第33条

3項） は、国内控訴審判所または国際控訴審判所への控訴の対象とはならない。 
 
33.5  特定の決定は控訴の対象とはならない。これには、ドライブスルーペナルティ、ストップアンド 

ゴーペナルティ、または該当する競技規則で控訴の対象ではないと指定されているその他のペ

ナルティを科す決定が含まれる。 
 
33.6 これに加え、以下の条項の規定とは無関係に、FIAの起訴団体は、(i) Eスポーツ競技規則の第26

条1項に基づくFIA役員の提案および報告に基づき、(ii)レース ディレクターが任命されている場

合はその提案および報告に基づき、(iii) FIAが指名した国際競技審査委員会の共同報告に基づき、

または、(iv) FIA裁判および懲罰規定に従って自らの主導で、国際法廷に問題を提起し（Eスポー

ツ競技規則の第65条1項に記載されている問題を除く）、競技審査委員会が上記のいずれかの当

事者に宣告した可能性のあるペナルティに代わる1つ以上のペナルティを直接科すことができ

る。 
 
33.7 国際法廷で従う手順は、FIA裁判および懲罰規定に記載されている。 
 
33.8 国際法廷が制裁を科した場合、国際控訴審判所に控訴することが可能であり、関係するASNは関

係当事者に代わって控訴を提起することを拒否することはできない。 
 
33.9 FIAまたは関係するASNは、個人、Eスポーツ自動車、またはEスポーツ自動車の銘柄にペナルテ

ィを課した旨を記載した宣言を公表する、または公表させる権利を有する。 
 
33.10  いかなる決定に対しても控訴する権利を損なうことなく、そのような宣言で定められている者

は、FIA、ASN、または当該宣言を公表した者に対して法的措置を取る権利を有さない。 
 
 
第34条 ペナルティの種類 
 
34.1  ペナルティは次のように科せられる： 
 

34.1.1 警告 
 
34.1.2 訓戒（叱責） 
 
34.1.3 罰金 
 
34.1.4 社会貢献活動の遂行義務 
 
34.1.5 Eスポーツドライバーのレース、予選、プラクティスラップタイムの不許可または削除 
 
34.1.6  グリッド 位置（複数含）の降格 
 
34.1.7  Eスポーツドライバーがピットレーンからレースを開始する義務付け 
 
34.1.8  タイムペナルティ 
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34.1.9  Eスポーツ競技の認定順位の降格 
 
34.1.10 ドライブスルーペナルティ 
 
34.1.11 ストップアンドゴーまたは規定の停止時間を伴うストップアンドゴー 
 
34.1.12 出場停止（失格） 
 
34.1.13 資格停止 
 
34.1.14 資格取消（国際法廷によってのみ科される） 
 
34.1.15 出場禁止（国際法廷によってのみ科される） 

 
34.2 タイムペナルティとは、分および／または秒で表されたペナルティを意味する。 
 
34.3 ペナルティは、同じEスポーツ 選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズで後

続のEスポーツ競技で科される場合がある。 
 
34.4 上記のペナルティはいずれも、入手可能な証拠を検討した後にのみ科せられ、出場停止（失格）、

資格停止、資格取消、または出場停止の場合は、関係者を召喚して弁明の機会を与えなければな

らない。 
 
34.5  すべてのFIA Eスポーツ選手権、カップ、チャレンジ、トロフィー、またはシリーズについて、

審査委員会は次のペナルティを科すことも決定できる：1つ以上のEスポーツ競技での資格停止、

Eスポーツ選手権、カップ、チャレンジ、トロフィー、シリーズのポイントの取り消し。例外的

な状況を除き、EスポーツドライバーおよびEスポーツ競技参加者からポイントを個別に差し引

くことはできない。 
 
34.6  上記のEスポーツ競技規則第34条1項および第34条5項に規定されたペナルティは、適切な場合

には、累積または執行猶予を伴って適用される場合がある。 
 
34.7  国際法廷は、FIAに代わって、またはFIAによって直接的または間接的に開催される、またはFIA

の規則および決定に従うEスポーツ競技、イベント、または選手権への参加または直接的または

間接的な役割の遂行を直接禁止することもできる。 
 
 
第35条 罰金 
 
35.1  罰金は、Eスポーツ競技参加者、および Eスポーツ競技規則の第33条1項に記載されているEス

ポーツドライバー、個人、または組織で、適用される規則の要件またはイベントの競技役員の指

示に従わない者に対して科すことができる。 
 
35.2  罰金を科すことは、ASNまたは競技審査委員会によって命じられる場合がある。 
 
35.3  競技審査委員会によって科せられる罰金は、FIAによって毎年設定される一定額を超えることは

できない。Eスポーツ競技で科せられる罰金の最高額は、以下のEスポーツ競技を除き、250,000
ユーロ（25万ユーロ）である。 

 
35.3.1 FIA世界Eスポーツ選手権750,000ユーロ（75万ユーロ）。 
 
35.3.2 FIA Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジまたはシリーズ（FIA Eスポー

ツ世界選手権を除く）：500,000ユーロ（50万ユーロ）。 
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35.4  Eスポーツ競技参加者は、Eスポーツドライバー、アシスタントなどに科せられた罰金の支払い

に責任を負うものとする。Eスポーツ競技参加者とEスポーツドライバーが同一人物である場合、

その者はどちらかに科された罰金の支払いに責任を負う。 
 
 
第36条 罰金の支払い 
 
36.1  罰金は、通知後48時間以内に電子的支払いを含むあらゆる支払い方法で支払われるものとする。 
 
36.2  支払いが遅れると、罰金が未払いの期間中は資格停止となる場合がある。 
 
36.3  以下のEスポーツ競技中に科せられた罰金は、次のように支払われなければならない： 
 

－ FIA Eスポーツ選手権、カップ、チャレンジ、トロフィー、またはシリーズ競技中：FIAに対

し支払うものとする。 
 
－ 国際Eスポーツシリーズ競技中：国際シリーズの母国ASNに支払うものとする。 
 
－ 複数の国にまたがるEスポーツ競技中：Eスポーツ競技を国際スポーツカレンダーに登録し

たASNに支払うものとする。 
 
－ ゾーンEスポーツ選手権競技中：ゾーンEスポーツ競技を主催するASNに支払うものとする。 
 
－ 国内Eスポーツ選手権競技中：国内Eスポーツ選手権を統括/主催するASNに支払うものとす

る。 
 
－ 国内Eスポーツ競技中：国内Eスポーツ競技を統括/主催するASNに支払うものとする。  

 
 
第37条 出場停止（失格） 
 
37.1 出場停止（失格）の裁定は、審査委員会によって宣告される。 
 
37.2 Eスポーツ競技全体から出場停止（失格）となった場合、エントリーフィーは没収され、主催者

に支払われる。 
 
 
第38条 資格停止 
 
38.1 Eスポーツ競技規則および FIA裁判および懲罰規定に規定されているものに加えて、資格停止の

裁定はASNによって宣告されることもあり、重大な違反に対してのみ適用される。 
 
38.2 資格停止の裁定は、その効力が続く限り、その裁定を宣告したASNの領土内またはFIAの権限が

認められている国の領土内で開催されるEスポーツ競技に、当該処分が国内的なものであるか国

際的なものであるかに応じて、いかなる資格であっても参加する権利を失うものとする。 
 
38.3 資格停止により、その資格停止期間中に開催されるEスポーツ競技への以前のエントリーも無効

となり、そのエントリーに対して支払われる料金も没収される。 
 
38.4 資格停止の裁定を、裁定を受けた者およびFIA事務局に通知する際にASNは、その処分を科すに

至った理由を示す必要がある。 
 
 
第39条 資格停止の効力 
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39.1 ASNが言い渡した資格停止の裁定は、そのASNの領土内でのみ適用される。 
 
39.2 ただし、ASNがライセンス所持者 (競技参加者、ドライバー、競技役員、主催者など) に対して

言い渡した資格停止の裁定を国際的に承認することを希望する場合は、1)資格停止を科す決定の

コピー（FIA公用言語の1つにて）、2)制裁対象者への決定通知の証明、および3)当該ASNに関し

て決定が最終的かつ拘束力を持つかどうかに関する情報を含め、その希望をFIA事務局に遅滞な

く通知する。このすべての情報を受け取った後、FIAは他のすべてのASNに通知する。資格停止

の裁定は各ASNによって直ちに記録され、その結果それに伴う制限が発効する。 
 
39.3 すべてのASNによるこの資格停止の承認は、ウェブサイトwww.fia.comに掲載される。 
 
39.4 ASNは、自らが決定する条件の下で、かつ、その処分が元々このASNによって課せられたもので

あることを条件として、資格停止処分の未経過期間を減免する権利を有するものとする。 
 
 
第40条 暫定資格停止 
 
40.1  FIAの保護下で開催されるEスポーツ競技参加者の保護のために、公共秩序またはEスポーツの利

益のために必要とされる場合は、国際法廷は、FIA会長の要請により、特にFIAが主催するレース、

Eスポーツ競技、またはその他のイベントの枠組み内で、FIAが発行した許可、ライセンス、承認

を暫定的に停止することができる。この措置は3ヶ月を超えることはできず、1回更新することが

できる。 
 
40.2  暫定的な資格停止は、FIA裁判および懲罰規定に従って宣告されなければならない。 
 
40.3 認可、ライセンス、または承認が暫定的に停止された者は、資格停止措置を回避する可能性のあ

る一切の行為を控えなければならない。 
 
40.4  暫定的な資格停止の裁定を宣告された者およびFIA事務局に通知する際にASNは、そのようなペ

ナルティを科すに至った理由を示す必要がある。 
 
 
第41条 Eスポーツライセンスの取り消し 
 
41.1  Eスポーツ競技規則の第3条1項および第15条1項に違反した場合、Eスポーツ競技に参加する個

人またはグループのEスポーツライセンスは取り消されることがある。 
 
41.2 国内で資格停止処分を受けたEスポーツ競技参加者またはEスポーツドライバーは、Eスポーツ 

ライセンスをASNに返却するものとする。そのASNは、ライセンスに「[国名] では無効」という

文字をはっきりと太いスタンプで押す。 
 
41.3 国内資格停止期間の終了時に、マークの付いたEスポーツライセンスはクリーンなEスポーツラ

イセンスと交換される。 
 
41.4 国際的に資格停止処分を受けたEスポーツ競技参加者またはEスポーツドライバーは、Eスポー

ツ ライセンスを そのASNに返却するものとする。ASNは、国際資格停止処分の期間が終了する

まで、ライセンスを返却しない。 
 
41.5 上記のいずれの場合も、EスポーツライセンスをASNに返却するまでの遅延は、資格停止処分の

期間に追加される。 
 
 
第42条 資格取消 
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42.1 FIA裁判および懲罰規定に規定されている場合を除き、資格取消の裁定はASNによってのみ言い

渡され、例外的に重大な違反に対してのみ適用される。 
 
42.2 資格取消の裁定は常に国際的な性質を有する。当該処分はすべてのASNに通知され、国際資格停

止の条件に従って登録される。 
 
42.3 資格取消の裁定を、裁定を受けた者および FIA事務局に通知する際にASNは、その処分を科すに

至った理由を示すものとする。 
 
42.4 ASNは、自らが決定する条件の下で、かつ、その処分が元々このASNによって科されたものであ

ることを条件として、資格取消を解除する権利を有するものとする。 
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C. ペナルティの適用結果 
 
第43条 国際競技連盟へのペナルティの通知 
 
43.1 国際的に適用される場合の資格停止および資格取消は、FIAが指定する国際競技連盟のうち、FIA 

が課したペナルティを相互に適用することに同意した連盟に通知される。 
 
43.2 これらの国際競技連盟からFIAに通知された資格停止または資格取消処分は、FIAによって同程

度に執行される。 
 
 
第44条 賞の喪失 
 
44.   Eスポーツ競技中に、出場停止（失格）、資格停止または資格取消とされたEスポーツ競技参加者

は、当該Eスポーツ競技に割り当てられた賞を獲得する権利を失う。 
 
 
第45条 順位と賞の修正 
 
45.   Eスポーツ競技中にEスポーツ競技参加者が出場停止（失格）、または資格停止になった場合、審

査委員会は順位と賞の修正を宣言し、次のEスポーツ競技参加者の順位を上げるかどうかを決定

する。 
 
 
D. 法的救済: 抗議 
 
第46条 一般原則および抗議の対象 
 
46.1 抗議する権利は、Eスポーツ競技参加者にある。EスポーツドライバーがEスポーツ競技参加者で

もある場合、そのドライバーにも抗議する権利がある。 
 
46.2 複数の他のEスポーツ競技参加者に対して抗議したいEスポーツ競技参加者は、当該行為に関与

しているEスポーツ競技参加者の数だけ抗議を提出しなければならない。 
 
46.3 抗議は、以下に対して提出できる： 
 

－ Eスポーツ競技参加者またはEスポーツドライバーのエントリー 
－ コースの長さ 
－ ハンディキャップ 
－ ヒートまたは決勝の構成 
－ Eスポーツ競技中に発生したとされるエラー、不規則性、または規則違反 
－ 関連するタイトルおよび／またはハードウェアが、規則に準拠していないと主張される場

合、または 
－ Eスポーツ競技の終了時に確立された暫定的な順位認定 

 
 
第47条 抗議の期限 
 
47.1  抗議を申し立てようとするEスポーツ競技参加者は、以下の期限を遵守するものとする： 
 

47.1.1 Eスポーツ競技参加者またはEスポーツドライバーのエントリー： (i)オンサイトEスポ

ーツ競技の場合、競技開始前の参加受付の終了時間から2時間以内、または (ii)オンラ

インEスポーツ競技の場合、競技開始前の公式サーバーのオープンから2時間以内。 
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47.1.2 コースの長さ： (i)オンサイトEスポーツ競技の場合、競技開始前の参加受付の終了時

間から2時間以内、または (ii)オンラインEスポーツ競技の場合、競技開始前の公式サー

バーのオープンから2時間以内。 
 
47.1.3 ハンディキャップ：Eスポーツ競技開始の1時間前まで、または該当する競技規則また

は競技特別規則書で指定されている時間。 
 
47.1.4 ヒートまたは決勝の組み合せ：適用される競技規則または競技特別規則書に別段の定

めがない限り、ヒートまたは決勝の組み合せの発表後30分以内。 
 
47.1.5 Eスポーツ競技中に発生した規則のエラー、不規則性、または違反の疑い：暫定認定順

位の発表後30分以内。ただし、次の場合は除く：競技審査委員会が30分の期限を遵守

することが不可能であると判断した場合、通知掲示板に関連する技術的問題が発生し

た場合（Eスポーツ競技規則第26条7項）、または、該当する競技規則または競技特別規

則書に別段の定めがある場合。 
 
47.1.6 関連するタイトルおよび/またはハードウェアが規則に準拠していない疑いに関する抗

議：暫定認定順位の発表後30分以内。ただし、次の場合は除く：競技審査委員会が30
分の期限を遵守することが不可能であると判断した場合、通知掲示板に関連する技術

的問題が発生した場合（Eスポーツ競技規則第26条7項）、または、該当する競技規則ま

たは競技特別規則書に別段の定めがある場合。 
 
47.1.7 Eスポーツ競技終了時に決定される暫定順位認定：暫定認定順位の発表後30分以内。た

だし、次の場合は除く：競技審査委員会が30分の期限を遵守することが不可能である

と判断した場合、通知掲示板に関連する技術的問題が発生した場合（Eスポーツ競技規

則第26条7項）、または、該当する競技規則または競技特別規則書に別段の定めがある

場合。 
 
 
第48条 抗議の申し立て 
 
48.1 抗議は書面で行い、次の事項を明記しなければならない： 
 

－ 関連する規則 
－ 抗議者の懸念事項。および、 
－ 該当する場合は、誰に対して抗議を申し立てるかについて。 

 
48.2 複数のEスポーツ競技参加者が関係する場合、関係する各Eスポーツ競技参加者に対して個別の

抗議を提出しなければならない。したがって、複数のEスポーツ競技参加者に対する単一の抗議

は認められない。 
 
48.3 複数のEスポーツ競技参加者が共同で提出した抗議は認められない。 
 
48.4 Eスポーツ競技規則第46条3項に規定されている複数の抗議対象に対する単一の抗議は認められ

ない。 
 
48.5 競技審査委員会の決定に対しては、いかなる抗議も認められない。 
 
48.6 Eスポーツ競技から生じる抗議は、競技審査委員会の委員長宛に提出され、その受領は受領時刻

を記載した書面で通知されるものとする。 
 
48.7 各抗議には保証金が伴わなければならない。保証金の額は、その決定が下される国のASN、また

は該当する場合は以下のいずれかが毎年設定するものとする： 
 

－ 国際Eスポーツシリーズの母国ASN 
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－ Eスポーツ競技がEスポーツ競技規則第18条3項に従って開催される場合は、国内Eスポーツ

選手権を主催するASN 
－ Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズについてはFIAが設定

し、 
 
およびEスポーツ競技の競技規則または競技特別規則書で指定される。この保証金は、公平性の

ために別途要求されない限り、抗議が認められた場合にのみ返金される。 
 
48.8 関連するタイトルおよび／またはハードウェアが規則を遵守していないとされ、明確に定義さ

れた部品の分解と再組み立てが要求される抗議の場合、そのようなチェックにかかる推定費用

をカバーするための追加の保証金が競技審査委員会によって指定される場合がある。この追加

の保証金は、抗議者が競技審査委員会からの通知を受け取ってから1時間以内（または、適切な

場合は、審査委員会が合意した時間枠内）に支払わなければならない。支払いがなされない場合、

抗議は受け入れられないとみなされる。 
 

48.8.1 こうしたチェックを行う際に発生した費用は、以下の者が負担するものとする： 
 

－ 抗議が却下された場合、抗議者が負担する。発生した費用が追加保証金より少な

い場合、その超過分は抗議者に返金される。逆に、発生した費用の方が高い場合、

その差額は抗議者が負担する。 
 
－ 抗議が認められた場合、抗議の対象となるEスポーツ競技参加者が負担する。こ

のような状況では、(i)発生した費用は、Eスポーツ競技規則の第36条1項および第 
36条2項に従って当該Eスポーツ競技参加者が支払い、(ii)抗議者が支払った追加

保証金は返金される。 
 
－ 抗議が部分的に認められた場合、当事者が比例配分する。このような比例配分は、

審査委員会が決定する。抗議者に割り当てられた割合は、支払われた追加保証金

から差し引かれ、残額が返金される。抗議の対象となるEスポーツ競技参加者に

割り当てられた割合は、Eスポーツ競技規則の第36条1項および第36条2項に従っ

て支払われるものとする。 
 
48.9 抗議保証金は次の通りに支払われなければならない： 
 

抗議が申し立てられた際の競技 受領者 

FIA Eスポーツ選手権、カップ、チャレンジ、

トロフィー、またはシリーズ競技 
FIA 
 

国際Eスポーツシリーズ競技 国際シリーズの母国ASN 
 

複数の国で開催されるEスポーツ競技 国際スポーツカレンダーにそのEスポーツ競

技を登録したASN 
 

ゾーンEスポーツ選手権競技 ゾーンEスポーツ競技を主催するASN 
 

国内Eスポーツ選手権競技 国内Eスポーツ選手権を統括／主催するASN 
 

国内Eスポーツ競技 国内Eスポーツ競技を統括／主催するASN 
 

 
 
第49条 抗議聴聞会 
 
49.1  抗議者および抗議に関わるすべての当事者の聴聞会は、抗議が提出された後、できるだけ早く行

われるものとする。 
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49.2 当事者は聴聞会に出席するよう召喚され、証人を同伴することができる。 
 
49.3 競技審査委員会は、召喚状がすべての当事者に直接届いたことを確認しなければならない。 
 
49.4 当事者またはその証人が不在の場合、欠席裁判で裁定を下すことができる。 
 
49.5 当事者の聴聞会後すぐに裁定を下すことができない場合は、裁定を下す場所と時間を当事者に

通知しなければならない。 
 
 
第50条 表彰および賞典の授与の公表 
 
50.1 抗議が申し立てられたEスポーツ競技参加者が獲得した賞は、抗議の対象について決定が下され

るまでは授与を保留しなければならない。 
 
50.2 さらに、Eスポーツ競技の順位付けを変更する可能性のある抗議が申し立てられた場合、主催者

は暫定認定順位のみを公表し、抗議（控訴を含む）に関する最終決定が下されるまですべての賞

を差し控える。 
 
50.3 ただし、順位付けの一部にのみ影響する抗議の場合は、抗議の影響を受けない部分を確定的に公

表し、対応する賞を配布することができる。 
 
 
第51条 抗議の判定 
 
51.  関係するすべての当事者は、E スポーツ 競技規則に定められた控訴条件に従い、下された決定

に拘束されるものとするが、競技審査委員会もASNもEスポーツ競技の再実行を命じる権利を有

さない。 
 
 
第52条 抗議保証金の取り扱い 
 
52.1 抗議が却下された場合、または提起後に取り下げられた場合、保証金はいかなる部分も返還され

ない。 
 
52.2  部分的に根拠があると判断された場合、保証金は一部返還され、抗議が認められた場合は全額が

返還される。 
 
52.3  さらに、抗議者が悪意を持って行動したことが証明された場合、ASNまたは競技審査委員会は、

Eスポーツ競技規則に定められたペナルティのいずれかを抗議者に課すことができる。 
 
 
E. 法的救済：審査権 
 
第53条 審査権に関する一般規定 
 
53.1  FIA選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、シリーズ、または国際シリーズの一部であるEス

ポーツ競技において、審査を求める当事者が当該決定の時点では入手できなかった重要かつ関

連性のある新しい要素が発見された場合、裁定を下した競技審査委員会、またはそれができない

場合はFIAが指名した審査委員会は、以下のいずれかによる審査の申し立てを受けて、その決定

を再検討することを決定できる： 
 

－ 関係当事者のいずれか、および／または下された決定によって直接影響を受ける当事者 
 または、 
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－ FIA 
 
53.2 競技審査委員会は、関係当事者を召喚して関連する説明を聞き、提示された事実と要素に照らし

て判断するために、合意した期日に（直接または他の方法で）協議を開催しなければならない。 
 
53.3 関係当事者は、書面で審問を受ける権利を放棄することができる。 
 
53.4 審査は、競技審査委員会が裁定を下した場合、競技審査委員会の当初の決定の執行を停止する効

果を持たない。 
 
53.5 競技審査委員会は、重要かつ関連性のある新たな要素が存在するかどうかを判断する独自の裁

量を有する。そのような要素が存在するかどうかに関する競技審査委員会の決定は、国内控訴審

判所または国際控訴審判所への控訴の対象とはならない。 
 
 
第54条 審査権の期限 
 
54.1  審査請求を行うことができる期間は、当該Eスポーツ競技の終了から96時間後に終了する。ただ

し、競技審査委員会が96時間の期限を遵守することが不可能であると判断した場合は、競技審査

委員会は 24時間以内で期限を延長することができる。 
 
54.2  さらに、FIA Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズの枠組み内

では、いかなる場合でも、当該FIA表彰式の4カレンダー日前より前に審査請求を行うことはでき

ない。 
 
 
第55条 審査権の申し立て 
 
55.1  審査の申し立ては書面で行い、Eスポーツ競技規則の第53条1項で定められた要素を明記しなけ

ればならない。また、保証金を添える必要があり、その金額は、次の機関によって毎年設定され

る： 
 

－ 国際Eスポーツシリーズの母国ASN。または、 
－ Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズについてはFIAによっ

て 
 
55.2  さらに、保証金はEスポーツ競技の競技規則または競技特別規則書に明記されなければならない。 

公平性の観点から別途要求されない限り、この保証金は、審査権が認められた場合にのみ返金さ

れる。 
 
 
第56条 再審決定権と控訴権の相互作用 
 
56.1  この新しい決定に対する控訴権は、Eスポーツ競技規則の第33条5項に影響を与えることなく、

Eスポーツ競技規則の第57条に従って関係者に限定される。 
 
56.2  最初の決定がすでに国内控訴審判所または国際控訴審判所、またはこれら両方の審判所で引き

続いて控訴の対象になっている場合、その事案は合法的にこれらの審判所に提出され、以前の決

定の修正が行われるものとする。 
 
 
F. 法的救済：控訴 
 
第57条 管轄権 
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Eスポーツ競技の枠組み内での控訴  管轄控訴審判所 
57.1 国内Eスポーツ選手権、カップ、トロフ

ィー、チャレンジ、またはシリーズ（第 
2条4項4および第2条4項5） 

主催ASNの国内控訴審判所（最終審） 

57.2  複数の国にまたがるEスポーツ競技 
（第7条1） 

国際スポーツカレンダーへの登録を要求した 
ASNの国内控訴審判所 

57.3 ゾーンEスポーツ選手権 決定が下された国のASNの国内控訴審判所 

57.4  国際Eスポーツシリーズ 国際シリーズの母国ASNの国内控訴審判所 

57.5  FIA Eスポーツ選手権カップ、トロフィ

ー、チャレンジ、またはシリーズ 
国際控訴審判所（裁判および懲罰規定に従う） 

 
 
第58条 国内控訴審判所 
 
58.1 各ASNは、関係するASNの加盟者であるか否かを問わず、一定数の者を指名し、国内控訴審判所

を構成するものとする。 
 
58.2  この控訴審判所の構成員は、審理中のEスポーツ競技にEスポーツ競技参加者、Eスポーツドライ

バー、または競技役員として何らかの形で関与していた場合、または審理中の事項に関する以前

の決定に参加していた場合、または直接的または間接的に関与していた場合は、事案を担当する

ことはできない。 
 
 
第59条 国内控訴審判所への控訴手続き 
 
59.1 競技審査委員会の決定の宛先である、またはそのような決定によって個別に影響を受けるEスポ

ーツ競技参加者、主催者、Eスポーツドライバー、またはその他のライセンス保持者は、国籍に

関係なく、その決定が下された国のASN、または該当する場合は次の場所に控訴する権利を有す

る： 
 

－ 国際シリーズの母国ASN、または 
－ Eスポーツ競技がEスポーツ競技規則の第18条3項に従って開催される場合は、国内Eスポー

ツ選手権を主催するASN 
 
59.2 本条の目的のため、主催者、Eスポーツ競技参加者、Eスポーツドライバー、およびその他のラ

イセンス保持者は、それらに特有な属性を理由として、または他のすべての者と区別され、かつ、

受取人と同じように個別に区別される事実上の状況の理由により、彼らに影響を及ぼす場合に

限り、決定によって個別に影響を受けるとみなされるものとする。 
 
59.3 ただし、控訴権を喪失する恐れがあるため、決定の公表後1時間以内に書面で控訴の意思を審査

委員会に通知しなければならない。 
 
59.4  上記のEスポーツ競技規則の第28条5項22または第53条に従って決定が下された場合、または競

技審査委員会が1時間の期限を遵守することが不可能であると判断した場合、競技審査委員会は

控訴の意思を通知するための別の期限を設定することができる。この期限は、決定書に書面で記

載され、決定の公表後24時間を超えてはならない。ASNへの控訴の期限と控訴保証金の支払い

は、それに応じて延期される。 
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59.5  ASNに控訴する権利は、控訴の意思が決定の公表後1時間以内に書面で競技審査委員会に通知さ

れたことを条件として、競技審査委員会に控訴の意思が通知された時点から96時間後に失効す

る。 
 
59.6  この控訴は、受領確認付きの電子通信手段で行うことができる。同日付の書簡による確認が要求

される。 
 
59.7  ASNは、最大30日以内に決定を下さなければならない。 
 
59.8  関係するすべての当事者は、控訴の聴聞会について十分な通知を受けるものとする。当事者は証

人を呼ぶ権利を有するが、聴聞会に出席しない場合にも手続きの進行が中断されることはない。 
 
 
第60条 国内控訴審判所への控訴の形式 
 
60.1  ASNへの控訴通知は書面で行い、控訴人またはその代理人が署名するものとする。 
 
60.2  控訴保証金は控訴人が控訴の意思を競技審査委員会に通知した時点から支払い義務が生じ、控

訴人が控訴の意思を表明したにもかかわらず履行しない場合でも支払い義務が生じる。控訴保

証金の額は、その決定が下される国のASNまたは該当する場合は次のASNによって毎年設定さ

れる： 
 
－ 国際Eスポーツシリーズの母国ASN、または、 
－ Eスポーツ競技がEスポーツ競技規則第18条3項に従って開催される場合は、国内Eスポーツ

選手権を主催するASN 
 
60.3  Eスポーツ競技規則第59条4項の規定に従い、控訴の意思を審査委員会に通知した時点から96時

間以内に保証金を支払わなければならない。この期限を過ぎた場合、控訴人のEスポーツライセ

ンスは支払いが行われるまで自動的に停止される。 
 
60.4  控訴が却下された場合、または控訴後に取り下げられた場合、控訴保証金は一部も返還されない。 
 
60.5  控訴が部分的に正当と判断された場合、保証金は一部返還され、控訴が認められた場合は全額返

還される。 
 
60.6  さらに、控訴人が悪意を持って行動したことが証明された場合、ASNは控訴人にEスポーツ競技

規則に定められたペナルティのいずれかを科すことができる。 
 
 
第61条 国内控訴審判所の裁定 
 
61.1 国内控訴審判所は、控訴された裁定を放棄し、必要に応じて罰金を軽減または増額する決定を下

すことができるが、Eスポーツ競技の再開催を命じる権限はない。 
 
61.2 国内控訴審判所の裁定には理由が付けられる。 
 
 
第62条 国内控訴審判所における費用 
 
62.1 国内控訴審判所は、控訴に対する裁定を下すにあたり、裁定に従って費用の支払いを決定するも

のとし、費用は、事案訴訟の準備および審判所の協議によって発生した費用の水準に応じて事務

局によって計算されるものとする。 
 
62.2 費用は、当事者が負担した費用または弁護費用を除き、これらの費用のみで構成されるものとす

る。 
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第63条 国際控訴審判所 
 
63.1 国際控訴審判所は、Eスポーツ競技規則の第57条1項および第57条4に従って行われた国内控訴

審判所の決定に対する控訴について管轄権を持つ。 
 
63.2 国際控訴審判所への控訴手続きおよびその他の運用規則は、ウェブサイト www.fia.com に掲載

されているFIA懲罰規定および裁判規定に記載されている。 
 
 
第64条 裁定の公表 
 
64.1  FIAまたはASNは、控訴の結果を公表するか公表させ、関係者全員の氏名を記載する権利を有す

る。 
 
64.2  控訴権を損なうことなく、当該通知に記載された者は、FIAまたは関係するASN、または当該通

知を公表した者に対して訴訟を起こす権利を有しない。 
 
 
V. 第5章：追加法規定 
 
A. アンチドーピング事項 
 
第65条 アンチドーピング事項に関する管轄権 
 
65.1  FIAアンチドーピング規定に関するすべての事項は、FIAアンチドーピング懲罰委員会の独占的

権限に属する。 
 
65.2  スポーツ仲裁裁判所は、FIAアンチドーピング懲罰委員会の決定に対する異議申し立てを最終的

に解決する権限を独占的に有する。 
 
 
第66条 世界アンチドーピングプログラムの遵守 
 
66.1 世界アンチドーピング規定および付随する国際基準の署名者としての義務の一環として、FIAは

世界アンチドーピング規定の署名者としての義務を遵守していない他の世界アンチドーピング

規定の署名者に結果および／または復帰条件を課す最終決定を（FIAの権限および責任の範囲内

で）認識し、尊重し、完全に実施することが求められる（そのような結果および／または復帰条

件が世界アンチドーピング機構によって提案され、問題の署名者が受け入れたか、またはスポー

ツ仲裁裁判所によって課されたかに関係なく）。 
 
66.2 スポーツ仲裁裁判所は、世界アンチドーピング規定の署名者が世界アンチドーピング規定の署

名者としての義務を遵守しているかどうか、および/またはそのような不遵守の結果として課さ

れる結果および/または復帰条件に関する紛争を最終的に解決する権限を排他的に有する。 
 
66.3 FIA事務局は、世界アンチドーピング規定の署名者による不遵守に関する最終決定（世界アンチ

ドーピング機構またはスポーツ仲裁裁判所のいずれによって発行されたものでも）をすべての

ASNに速やかに通知する。この場合、そのような不遵守の結果として課される結果および／また

は復帰条件は、FIAおよび／またはFIAの規制当局の管轄下にあるすべての個人、団体、および／

または組織によって遵守されるものとする。最終決定の詳細は、ウェブサイトwww.fia.comで公

開される。 
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66.4 最終決定は、世界アンチドーピング機構またはスポーツ仲裁裁判所が適宜指定した日付に発効

するものとし、FIAおよび/またはFIAの規制権限の対象となるすべての個人、団体、および／ま

たは組織は、その日付から当該最終決定の条件を完全に遵守することが求められる。 
 
66.5  世界アンチドーピング機構および／またはスポーツ仲裁裁判所が下したFIAに関する最終決定

は、FIAおよびその加盟ASNによって（Eスポーツ競技規則の第5条1項および第5条2項に従い）

同程度に執行される。この点に関する最終決定を認識、尊重、および完全に実施しなかった場合、

FIAはEスポーツ競技規則の第30条に従ってペナルティを科すことができる。 
 
 
B. 商業事項 
 
第67条 Eスポーツに関連する商業事項 
 
67.1  FIAからの事前の書面による許可がない限り、Eスポーツ競技がFIA選手権、カップ、トロフィー、

チャレンジ、またはシリーズの一部である主催者または主催者グループは、当該Eスポーツ選手

権、カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズが営利企業または組織によって直接的ま

たは間接的に補助または財政的に支援されていると示唆したり、そのように思わせたりするこ

とはできない。 
 
67.2  したがって、営利企業、組織、またはブランドの名前をFIA Eスポーツ 選手権、カップ、トロフ

ィー、チャレンジ、またはシリーズに関連付ける権利は、FIAのみに留保される。 
 
67.3  競技番号および関連するタイトル、ハードウェア、および／またはEスポーツ自動車の広告に関

する規則は、該当する競技特別規則書で指定できる。 
 
 
C. 公表および通知 
 
第68条 FIA選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、シリーズのカレンダーの公表 
 
68.1  FIA選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、あるいはシリーズ、およびそれらを構成するE 

スポーツ競技のリストは、毎年12月15日までに公表される。 
 
68.2  公表後にカレンダーから削除されたEスポーツ競技は、当該年の国際格式としての地位を失う。 
 
68.3  FIA選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、あるいはシリーズのカレンダーの公開は、イン

ターネットサイト www.fia.com に掲載されると同時に公式かつ有効になる。 
 
 
第69条 通知 
 
69.  Eスポーツ競技規則に基づいてASNからFIAに通知することが義務付けられているすべての通信

は、FIA本部または随時正式に通知されるその他の住所に宛てて行うものとする。 
 
 
D.  FIA 規則の修正と解釈 
 
第70条 規則の修正 
 
70.1  FIA世界モータースポーツ評議会は、FIA Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、

またはシリーズの対象となる規則を、必要であるとみなした場合に修正することができる。この

ような変更は、以下の条項に従って公開され、有効になる。 
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70.2  競技規則および上記以外のすべての規則の変更は、遅くとも、該当するEスポーツ選手権、カッ

プ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズへのエントリー申し込みの開始日に公開される。

このような変更は、FIAが問題の変更がEスポーツ競技に重大な影響を及ぼす可能性があると判

断しない限り、公開の翌年の1月1日より前に発効することはできない。その場合、変更は公開の

翌々年の1月1日より前には発効しない。 
 
70.3  当該Eスポーツ選手権、カップ、トロフィー、チャレンジ、またはシリーズに適切にエントリー

したすべてのEスポーツ競技参加者の全会一致の同意が得られれば、上記よりも短い通知期間を

適用できる。ただし、例外的な状況で、問題となる変更が当該Eスポーツ選手権、カップ、トロ

フィー、チャレンジ、またはシリーズの保護に不可欠であるとFIAが判断した場合は、適切にエ

ントリーしたEスポーツ競技参加者の大多数の同意があれば十分である。 
 
70.4  FIAは、Eスポーツ競技規則をいつでも変更する権利を留保する。FIA世界モータースポーツ評議

会は、その修正を承認する権限を有する。 
 
 
第71条 Eスポーツ競技規則の解釈 
 
71.1  各ASNは、その領域内で提起され、Eスポーツ競技規則またはその国内規則の解釈に関するあら

ゆる問題を決定する権限を有し、Eスポーツ競技規則の第57条に定められた控訴権の対象となる

が、これらの解釈がFIAによって既に与えられた解釈または説明と矛盾しないことを条件とする。 
 
71.2  Eスポーツ競技規則はフランス語と英語で作成されている。他の言語で公開される場合もある。 
 
71.3  FIAまたは国際控訴審判所による解釈に関して紛争が生じた場合、英語版テキストのみが公式テ

キストとみなされる。 
 
 
VI. 第6章：定義 
 
第72条 定義の一覧 
 
72.  以下の定義は、Eスポーツ 競技規則、すべての国内規則とその付則、すべての競技特別規則書、

および一般的な使用のために採用される。 
 
 
付則（Appendix）: 国際モータースポーツ競技規則の付則 
 
適用法（Applicable Laws）：政府、準政府機関、または該当する国またはその他の領土で政府と同等の

権限を持つ機関によって制定された国際法、国内法、および／または地方の法律、規制、指令、および

法令。これには、健康と安全および保険に関するすべての適用可能な地方、州、および連邦法、および

前述のいずれかに組み込まれている業界の慣行、慣行規範、および／または行動規範、およびEスポー

ツ競技に適用されるすべての拘束力のある裁判所命令、法令、および管轄当局の決定および/または裁定

が含まれるが、これらに限定されない。 
 
ASN (National Sporting Authority)：FIA定款第3条3項に従い、FIAによって国内の唯一のスポーツ権能

者として認められた国内クラブ、協会、または連盟。Eスポーツ競技規則で定められているASNは、FIA 
定款第3条1項で定義されている ACN (National AutomobilE Club) である場合もある。 
 
分類（Classification）：その他の区別方法によるEスポーツ自動車のグループ分け。 
 
クローズドEスポーツ競技（Closed Esports Competition）：国内Eスポーツ競技は、当該国のASNが発

行したEスポーツライセンスを保有するクラブのメンバー（競技参加者またはドライバー）のみに限定

されている場合、「クローズド」と呼ばれることがある。 
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コース（Course）：Eスポーツ競技参加者がたどるルート。 
 
出場停止（失格）（Disqualification）：出場停止（失格）とは、個人または複数の個人がEスポーツ競技

への参加を継続できないことを意味する。出場停止（失格）は、審査委員会の裁量により、Eスポーツ競

技の一部（ヒート、決勝、フリー走行、予選セッション、レースなど）、Eスポーツ競技全体、または同

じイベント内の複数のEスポーツ競技に対して行われ、審査委員会の判断により、Eスポーツ競技中また

は終了後、またはEスポーツ競技の一部に宣告される場合がある。出場停止（失格）者の関連する結果

またはタイムは無効になる。 
 
エントリー（Entry）：エントリーとは、Eスポーツ競技参加者 (および/またはEスポーツ ドライバー) と
主催者との間で締結される、当該Eスポーツ競技参加者の所与のEスポーツ競技への参加に関する契約

である。両当事者が署名するか、書簡のやり取りから生じる場合がある。 
 
Eスポーツ（Esports）: 仮想環境で開催される競技の形式。速度または一定時間内に走行する距離が決

定要因となり、参加するEスポーツドライバーは、ハードウェアを使用して、関連するタイトルに表示

されている割り当てられたEスポーツ自動車をコントロールできる。 
 
Eスポーツ自動車（Esports Automobile）：少なくとも4つの直線状に並べられていないホイールで地面

（または氷）と常に接触しながら走行する模擬車両。そのうち少なくとも2つは操舵に、少なくとも2つ
は推進に使用される；推進と操舵は、FIAまたは関連するASNが独自の裁量で特定のEスポーツ競技用に

必要に応じ選択したソフトウェアおよび／またはハードウェアを使用して、Eスポーツドライバーによ

って常時完全に制御される（競技の種類に応じて、車両car、トラックtruck、カートkartなどのその他用

語は、Eスポーツ自動車と互換的に使用できる）。 
 
Eスポーツ選手権（Esports Championship）：Eスポーツ選手権は、Eスポーツ競技のシリーズまたは単

一のEスポーツ競技である。 
 
Eスポーツ競技規則（Esports Code）：FIA国際Eスポーツ競技規則（国際モータースポーツ競技規則付

則E項）およびその付則（ある場合）。 
 
Eスポーツ競技（Esports Competition）：Eスポーツ自動車を関与させた競技を提供するために設計され

たソフトウェアタイトルを使用して仮想環境で開催される競技。Eスポーツ競技は、Eスポーツドライバ

ーがインターネット経由で関連サーバーに接続してリモートで競うオンライン競技、またはEスポーツ 
ドライバーが関連主催者によって事前に指定された1つ以上の物理的な場所から競うオンサイト競技で

開催される。 
 
Eスポーツ競技参加者（Esports Competitor）：いかなる形であれEスポーツ競技への参加を認められ、

本Eスポーツ競技規則に別段の定めがある場合を除き、その母国ASNによって発行されたEスポーツラ

イセンスを所持している個人または団体。Eスポーツ競技にエントリーされたEスポーツドライバーは、

次の場合を除き、自動的にEスポーツ競技参加者と見なされる： 
 
－ Eスポーツドライバーが、適用されるスポーツ規則および／または国内法に基づく最低法定年齢に

達していない場合。 
－ EスポーツドライバーとEスポーツ競技参加者が異なる自然人または法人である場合。 
－ 適用される競技規則または競技特別規則書に別の規定がある場合。 
 
Eスポーツドライバー（Esports Driver）：Eスポーツ競技でEスポーツ自動車を運転し、本Eスポーツ競

技規則に別段の定めがある場合を除き、Eスポーツライセンスを必ず保持する者。 
 
Eスポーツライセンス（Esports License）：Eスポーツ競技規則が規定するEスポーツ競技への参加を希

望するEスポーツドライバーおよび／またはEスポーツ競技参加者にASNが付与する国内または国際ラ

イセンス。 
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Eスポーツライセンス番号（Esports License Number）：登録されているEスポーツ競技参加者および／

またはEスポーツドライバーにASNが毎年割り当てる番号。 
 
Eスポーツ 専用エリア（Esports Reserved Areas）：Eスポーツ競技が開催されているエリア。これには

次のものが含まれるが、これらに限定されない： 
 
－ ステージ 
－ 競技エリア 
－ レースコントロール 
－ メディア専用ゾーン 
－ チームエリア 
－ 一般立ち入り禁止ゾーン。 
 
Eスポーツ競技の競技規則または競技特別規則書でそのように記載されるその他のエリアも含まれる。 
 
EUプロEスポーツ競技参加者（EU Professional Esports Competitor）：欧州連合加盟国、またはFIAが
同等の国として指定した国が発行したEスポーツライセンスを保有するプロフェッショナルEスポーツ

競技者。その文脈において、プロフェッショナルEスポーツ競技参加者とは、Eスポーツモータースポー

ツへの参加に対して給与またはスポンサーシップとして受け取った金銭を関係当局に申告し、Eスポー

ツライセンスを発行したASNが認める形式でその申告の証明を提示する競技参加者、または、関係当局

への申告が義務付けられていない享受した利益を参照するなどして、FIAがプロフェッショナルとして

の地位を納得できる競技参加者を指す。 
 
EUプロEスポーツドライバー（EU Professional Esports Driver）：欧州連合加盟国、またはFIAが同等の

国として指定した国が発行したEスポーツライセンスを保有するプロフェッショナルEスポーツドライ

バー。その文脈において、プロフェッショナルEスポーツドライバーとは、Eスポーツモータースポーツ

への参加に対して給与またはスポンサーシップとして受け取った金銭を関係当局に申告し、Eスポーツ

ライセンスを発行したASNが認める形式でその申告の証明を提示するドライバー、または、関係当局へ

の申告が義務付けられていない享受した利益を参照するなどして、FIAがプロフェッショナルとしての

地位を納得できるドライバーを指す。 
 
イベント（EvEnt）：イベントは、1つまたは複数のEスポーツ競技で構成される。 
 
資格取消（Exclusion）：個人または団体は、Eスポーツ競技への参加が明確に禁止された場合、資格が

取り消されたとみなされる。資格を取り消された個人が以前に行ったエントリーはすべて無効となり、

エントリー料は没収される。 
 
FIA：国際自動車連盟 
 
最終順位認定（Final Classification）：審査委員会が署名し、Eスポーツ競技の終了時に公開される結果、

および／またはすべての審査委員会の決定（控訴やその後の技術チェックの場合は、但し書を追加でき

る）。 
 
不可抗力（ForcE MajEurE）：予測不可能、予防不可能、および外部的事象。 
 
外国ライセンス所持者（Foreign Licence-Holder）: ASNに関して、別のASNが発行したEスポーツライ

センスを保有するEスポーツ競技参加者および／またはEスポーツドライバー。 
 
ハンディキャップ（Handicap）：Eスポーツ競技参加者のチャンスを可能な限り均等にすることを目的

に、Eスポーツ競技の競技特別規則書に最終的に規定される方法。 
 
ハードウェア（Hardware）：Eスポーツ競技で使用されるタイトル内で入力を行うためにEスポーツドラ

イバーが使用する物理的な機器。 
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国際Eスポーツ選手権（IntErnational Esports Championship）：国際Eスポーツ競技のみで構成され、FIA
またはFIAの書面による同意を得た他の団体が主催する選手権。 
 
国際Eスポーツ競技（International Esports Competition）：国際スポーツカレンダーに掲載されているE
スポーツ競技で、競技の関連要素が主催ASNによって承認されており、参加者は当該競技への参加を許

可する国際Eスポーツライセンスの有効なライセンス所持者である。 
 
国際Eスポーツライセンス（International Esports License）: FIAに代わってASNが発行するライセンス、

または最終的にはFIAがEスポーツドライバーおよび／またはEスポーツ競技参加者に発行するライセン

スで、当該競技が国際スポーツカレンダーに掲載されていることを条件として、当該ライセンスのレベ

ルに該当する国際Eスポーツ競技に有効である。 
 
国際モータースポーツ競技規則（International Sporting Code）：FIA国際モータースポーツ競技規則お

よびその付則。 
 
不正行為（Misconduct）：特に次のものを指すが、これらに限定されるものではない: 
 
－ 不快、侮辱的、粗野、無礼、または虐待的な言語（書面または口頭）、身振り、および／またはサイ

ンの一般的な使用で、粗野または無礼であると合理的に予想されるか、またはそうであると認識さ

れるか、不快感、屈辱感、または不適切である可能性があるもの 
－ 暴行（肘打ち、蹴り、パンチ、殴打など） 
 
国内Eスポーツ選手権（National Esports Championship）：ASNまたは関連するASNの書面による同意

を得た別の団体が主催する国内Eスポーツ競技のみで構成されるEスポーツ選手権。 
 
国内Eスポーツ競技（National Esports Competition）：ASNまたは関連するASNの書面による同意を得

た別の団体が管轄区域内で主催し、関連する国内スポーツカレンダーに必ず記載されているEスポーツ

競技。 
 
国内Eスポーツ競技規則（National Esports Competition Rules）：ASNがその国の領土で開催されるEス
ポーツ競技を統括するために採用した規則で、常にEスポーツ競技規則に準拠していなければならない。 
 
国内Eスポーツライセンス（National Esports Licence）：Eスポーツ競技規則が規定するEスポーツ競技

への参加を希望する、または参加するEスポーツドライバーおよび／またはEスポーツ競技参加者にASN
が発行する登録証明書。 
 
公式プログラム（Official Program）：Eスポーツ競技の詳細を一般に知らせるために、Eスポーツ競技の

組織委員会が作成するすべての情報を提供する発行が義務付けられる公式文書。 
 
主催者（Organiser）：ASN、自動車クラブ、またはその他の資格のあるスポーツ団体。 
 
組織委員会（Organising Committee）：Eスポーツ競技の主催者からEスポーツ競技の組織および競技特

別規則書の施行に必要なすべての権限を付与された、ASNが承認した団体。 
 
主催許可証（Organising Permit）：Eスポーツ競技の組織を認可するASN発行の文書。 
 
母国ASN（ライセンス所持者に関して）（Parent ASN:in relation to licence-holders）：ライセンス所持

者の国籍国のASN（パスポートの国）。EUのプロEスポーツ競技参加者またはドライバーの場合、母国 
ASNはライセンス所持者が正真正銘の永住者であるEU加盟国のASNになることもある。 
 
母国ASN（国際シリーズに関して）（Parent ASN:in relation to international series）：シリーズの承認を

要求したASNであり、シリーズの規則でその国の規則が参照されている場合は、その国の規則の適用に

責任を負う。 
 
参加者（Participant）：Eスポーツ専用エリアにアクセスできる者。 
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暫定順位認定（Provisional Classification）：セッションまたは関連するEスポーツ競技の終了後に公開

される結果。この認定順位は、審査委員会の決定に従って変更される場合がある。 
 
火工製品（Pyrotechnics Product）：熱、発光、音、ガス、煙の効果、またはこれらの効果の組み合わせ

を生み出すように設計された発熱物質または発熱物質の混合物を含む装置。フレア、発煙弾、花火を含

むが、これらに限定されない。 
 
サーバー（Server）：インターネットまたはローカルネットワーク上で複数のクライアントを接続するた

めに使用されるデジタルインフラで、Eスポーツ競技をデジタルで主催する。 
 
スタート（Start）：1名のEスポーツ競技参加者または同時に出走する複数のEスポーツ競技参加者にス

タートの指示が出された瞬間。 
 
スタートライン（Start Line）：第一コントロールライン。計時の有無は問わない。 
 
競技特別規則書（Supplementary Regulations）：Eスポーツ競技の組織委員会が競技の詳細を定める目

的で発行する公式文書。 
 
資格停止（Suspension）：資格停止により、当該処分の対象者は、一定期間、直接的または間接的に、

いかなる立場においても、(i) FIAまたはASNが主催または規制する（またはその権限下に置かれる）Eス
ポーツ競技、および (ii) FIAまたはASNが主催または規制する、あるいはそれらのメンバーまたはライ

センス保持者が主催する（またはその権限下に置かれる）準備テストおよびトレーニングに参加する権

利を剥奪されること。 
 
タイトル（Title）：仮想環境内で発生する事象を制御するためにハードウェアを使用し、ユーザーインタ

ーフェイスとのインタラクションによって画面またはその他の表示デバイス上に視覚的なフィードバ

ックを生成する電子ゲーム。一般に単に「ゲーム」と呼ばれる。 
 
 




